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序 文

近年、県営圃場整備事業に伴って埋蔵文化財が発見され

る機会が増加しております。今回、菊陽地区県営圃場整備

事業計画実施にあたり、周知の遺跡である梅の木遺跡が含

まれることが判明しました。

私たちの祖先が残した貴重な文化財は、子孫へと継承す

るのが私たちの責務かと思いますが、開発に際して現状保

存には限度があります。そこで、事業実施前に埋蔵文化財

の確認調査を実施し、可能な限り現状保存に努め、その保

存が不可能なものについては記録保存の措置を取っており

ます。

梅の木遺跡については、試掘調査を実施後、関係機関と

協議の結果、記録保存のための発掘調査を実施することと

なりました。

発掘調査の実施にあたりましては、県農政部、県菊池事

務所、菊陽町をはじめ、多くの方々から御協力を賜りまし

た。ここに心から御礼を申し上げます。

この調査報告書が広く県民の皆様に利用され、文化財に

対する関心と認識を深めていただければ幸いです。

昭和58年3月31日

熊本県教育長外村次郎
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例 言

1．本書は県営菊陽地区圃場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調

査の報告書である。

2．本調査に先立つ県文化課による試堀調査についても併せて

報した。

3．発掘調査は平岡勝昭と鶴島俊彦が担当し、昭和57年5月4

日～9月7日まで実施した。

4．遺構の実測撮影は、平岡・鶴島があたったが、一部につい

ては松本健郎・古森政次・清田純一・田尻‘悦子・西住欣一郎

（以上県文化課）のほか、前田哲男・福田博之（熊本短期大

学文化財研究会）の協力を得た。

5．本書の執筆は第1章・第2章・第3章・第5章を平岡が、

第4章を鶴島が担当したが、鉄製品と縄文時代の石斧類につ

いては古森の協力を得た。

6．遺物の実測、製図は平岡・鶴島のほか、古森・木崎康弘・

森山栄一・河北毅・米原圭子（県文化課）・松田まゆみ・

末本八珠美・藤崎伸子（熊本大学考古学研究室)があたった。

7．本書の実測図に用いている方位は、原則として磁北による

ものである。

8．遺構については便宜的にSB（竪穴住居跡）・SX（特殊

遺構）という記号を用いた。

9．発掘調査に際しては、白木原和美（熊本大学教授)､甲元員

之（熊本大学助教授)の両氏から現地での御指導をいただき、

調査終了後に甲元助教授から遺物に関しての御教授をいただ

いた。人骨（歯）については、北条瞳幸（産業医科大学教授）

に鑑定を依頼した。記して謝意を表する。

10．本書の編集は、県文化課で平岡・鶴島が行なった。
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第1章序説

第1節調査に至るまで

県営圃場整備事業菊陽地区については、周知の埋蔵文化財包蔵地として梅ノ木遺跡が登録さ

れていた。しかし、菊陽町教育委員会では当地区内全域について、日本考古学協会会員杉村彰

一氏に依頼し分布調査を実施した。その結果次のような報告を熊本県教育委員会に提出し、調

査の協議をした。

埋蔵文化財分布調査について（報告）このことについて下記のとおり報告します。

記

1．目的農業構造改善事業にともなう埋蔵文化財分布調査

2．調査期日昭和56年1月17日、2月15日

3．調査員杉村彰一（日本考古学協会会員）

4．立会者服部誠也（菊陽町教育委員会）

中村藤平（菊陽町文化財保護委員）

河北憲一（〃）

5．遺跡名

（1）梅ノ木遺跡

上記の遺跡は周知の埋蔵文化財である。弥生時代後期の雲棺、石棺材の出土が知られており

重要遺跡と考えられる。また経8m高さ1mの盛土（性格不明）それに梅ノ木砦跡も確認され

るので事前に試堀の必要がある。

（2）津久礼六地蔵遺跡

上記の遺跡は周知の埋蔵文化財である｡弥生時代後期の土器散布地。事前に試掘の必要があ

る。

（3）上津久礼眼鏡橋

延宝年間築造の眼鏡橋できわめて重要と考えられる、現地保存を強く望みたい。（二連式）

（4）津留遺跡

上記の遺跡は周知の埋蔵文化財である。古墳時代の土師器、須恵器の出土があり住居跡の可

能性がある。事前に試掘の必要がある。

（5）久保田中岡遺跡

上記の遺跡は周知の埋蔵文化財である。古墳時代の土師器の出土があり住居跡の可能性があ

るので事前に試掘の必要がある。

昭和56年度事業開始にあたり、県教育委員会では、試掘調査を実施した。（図1参照）調
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⑩

⑧

④暗褐色

⑧砂層I

③硬質暗褐色土

⑦粘土粒混り暗褐色土

⑪斑砂層

暗褐色土I②鉄分堆積暗褐色土(鉄分は少ない）

⑥暗褐色土Ⅲ(Ⅱより黒くさらに砂分が多い）

⑩褐色砂層

①水田耕作土

⑤暗褐色土Ⅱ(Iより砂分が多い）

⑨暗褐色粘質土

第1図第3排水路南端試堀トレンチ断面図実測、作図、鹿瀬正照トレース（米原）

査は工区内の周知の遺跡部分について実施することとし、排水路予定地に試掘溝を入れること

にした。排水路は東より1号、2号、3号と呼び梅ノ木遺跡については排水路から遺物と住居

跡らしい遺構が発見された。また、水路付近には支石墓らしいものが祭洞されており、別に高

さ2m位の塚状の遺構も存することが判明した。その結果工事図面を詳細に検討してみると遺

構面が削平されることがわかり、年度内に調査対応ができるかどうか危'倶された。そこで更に

調査範囲をしぼるために水路部分の全剥ぎと削平される部分について試掘溝を入れた。その結

果県農政課と協議の結果､次年度に調査することとし工事部分の振替え等を行なうこととした。

この間、地権者より早期調査の陳情等もあったが地区説明会などを実施し了解を得た｡しかし、

最終的には町が一作分の休耕補償費を支払う結果となった。昭和57年4月から発掘調査準備に

はいる。
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第2節調査団の編成

調査団の編成

発掘調査は熊本県教育庁文化課が実施し、調査組織は下記のとおりである。

調査責任者岩崎辰喜文化課課長

調査総括隈昭志主幹兼文化財調査係 長

調査員平岡勝昭参事

〃 鶴島俊彦嘱託

調査事務局林田茂一課長補佐

大塚正信主幹兼経理係長

松崎厚生参事

谷喜美子主事

横尾泰宏参事

人骨調査北条腫幸産業医科大学教授

調査期間中は下記の機関及び各氏より調査協力をいただいた。記して謝意を表する。

菊池県事務所耕地課猪野一民

菊陽町耕地課菊陽町教育委員会吉川四季男（教育長）、中村博幸（社会教育課長）

服部誠也（主事補）
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託麻郡供合

⑳

託麻郡供合村

②溺中

第2図字梅ノ木一筆図
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第2章調査の概要

第1節調査 地区

梅ノ木遺跡は白川の氾濫原にあって海抜標高約54mである。調査期間中上流約500mの白川

堤防が切れ遺跡地は完全に冠水した。明治42年の地籍図（第2図参照）を見ると2枚の畑と山

林と墓地が見られる。山林と墓地は現在香梅園（菊陽外四町衛生施設組合し尿処理場）となっ

ている。自然地形によって水田が作られている様子がよく理解される。取水は大津町下井手と

同町下町から取水する津久礼井手が市山で合流しその最末端となっていて、余剰水は白川に落

ちる。この付近は白川の流路が蛇行しており、大雨によって10年に1度ぐらいの割合で白川の

水が堤防を越えて溢水している｡このことは梅ノ木河川敷の所有権争いなどにも発展している。

明治33年の洪水で滅失、今はない地番が、逆に対岸に土砂が堆積した新たな河川敷に付された

伴である。年配の人の話によると桑畑として利用されたこともあるとのことであるが、畑を水

田にした時期についてはさだかではない。また、梅ノ木砦の伝承を残すところが現在運動公園

として残されている。付近は調査以前は洪水の排土場となっており水田より2mほど高くなっ

ていた。地籍図によると水路によっており広く池みたいになっているが原野と記されている。

素焼の土器や土師皿が出土することから、今石城や石坂城に関連ある砦として伝承をうんだも

のであろうか。

調査区は主軸を南北にとり10mの方眼を組み西より東にAからSまで、北から南に1から14

までの番号を付し、各交点の名称をとりK3区とかQ8区など呼称した。

第2節発掘調査の経過

試掘調査（昭和56年度）

昭和56年度試掘は排水路部分と第図のように削平される部分について実施した。トレン

チ平面図については圃場整備工事平面図におとしたのみで別に作図はしなかった｡ただ、3号水

路の南端で旧白川の河川敷にあたる部分は篠がでるまで掘り下げた。深さ約2mで砂と篠が出

土し遺物包含層もなく作図後危険防止のため埋めもどした。

3号水路より住居跡と焼土を確認し、鉄斧や土器片などの採集をおこない弥生時代の住居跡

推定された。

本発掘調査（昭和57年度）

昭和57年5月4日

重機を使用して地盤より上の耕作士剥取りを行う。
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ジヨレンで遺構の確認を行なう。この頃快晴が続き初夏

5月10日

連休あけで本日より作業員が来る。ジヨ1

のような暑さで作業員はパテ気味であった。

○ジヨレンにて表面の整掃

○ユンボで西側を剥ぐ

5月13日木曜曇

○住居杜確認

○東側5，幅で南北に広げる。

5月19日水曜晴／曇

○最南区の発掘

○中央区の砂の入った溝の整掃

5月21日金曜快晴

○グリッド設定

○排水溝の砂を排土

○D－5区1号住居杜発掘

5月24日’快晴

○水田溝の掘り下げ

○遺構確認

5月25日快晴

○塚の測量

○遺構確認作業

5月26日快晴

Q8区の塚の発掘にはいる。平垣部は乾燥により移植ゴテが通らない。

○Q8区塚のコンター実測の後』を発掘

○菊陽町文化財保護委員視察7名

5月27日‘快晴

○Q8区塚の発掘

塚の中に石囲いがしてあり、中から須久式大謹、壷、高坪などが出土する。近世の遺物がな

く婆棺に墳丘がともなうものか。

6月8日

待望のプレハブ完成、やつと休憩できるようになる。昼休みは皆横になる。

6月10日快晴

○Q8塚内部の雲棺実測

－11－



6月16日

○22号住、1F号住、18号住の発掘

○〃〃〃の実測

6月17日雨

○午後より水洗い

6月18日曇

16号、18号、17号住居跡の発掘

6月21日

○3号住居杜の撹乱（溝）の取除く

○16号住の清掃

○14号住の発掘

6月22日曇

3号・4号住居跡の発掘

6月28日

○G．H－9付近の発掘

6月29日

G9区、H9区付近の発掘

7月1日快晴

○9号住居杜のブリッジ撤去

○支石墓平面実測

○近代溝の発掘→遺物収集

7月2日

○支石墓平面断面実測図

7 月 5 日 曇

○16号住居杜平面・断面実測

7月6日曇のち雨

○16.18号住居杜の清掃

7月7日晴

○16．18号住居杜ピット検出・発掘

○〃断面実測

○19号住居検跡

7月8日曇

○3．4号住居杜発掘

－12－



○16号住居杜の断面実測・撮影

○18号住居杜の撮影

○28．29号〃

7月9日晴

○5．9住居発掘

○28.29住撮影、実測、床面下の発掘

7月12日雨

○18住の実測

○区別の遺物取上げ

7月19日曇時々雨

○J～L－8表土剥ぎ

○支石墓禅石の移動

7月21日晴

○平面測量図:。

○J～L・8区の遺構検出

○支石墓写真撮影

7月22日晴

○支石基平面実測（支石、土積etc）了

○3．4号住清掃

柱穴の検出

○H～6区のピット平板測量士

7月23日曇のち雨

○支石墓実測

○平板測量

○3．4号住居杜の清掃

7月24日

前日からの雨で白川決壊、プレハブも流されるとの情報吉川さんよりはいる。水路上に高く

設置してあったので床下浸水でたすかる。水深水田面より80cmばかりになる。住居跡や調査地

区全域に泥土がのる。

7月26日

○水害で堆積し土砂を取除く

（3住、4住）

○支石墓の実測

－13－



』

7月27日晴

○支石墓土地発掘

○5号住、9号住居跡発掘

○平板測量

7月28日曇→晴

○支石墓断面実測､撮影

○1号住居跡発掘

○平板測量

7月29日晴

○支石墓断面実測、撮影

○平板測量

○1号住居発掘、撮影

○23．30．31．32号住居跡清掃

7月30日晴

○2号支石墓南北土層断面実測

○28．29．14号住居跡清掃

○23．30．31．32号住居跡清掃と撮影

8月2日快晴

○7号住居跡発掘

○17．28．29号住居跡清掃、撮影、膨

8月3日

○5号住居跡発掘

○28．29号住居跡実測

8月9日

断面実測

下津久礼公民館にて調査結果の中間報告会を行う。地権者その他40名ばかり参加。
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第3章位置と歴史的環境

梅ノ木遺跡の位置は現在の行政区画では、熊本県菊池郡菊陽町大字津久礼字下津久礼に所在

する。国土地理院『肥後大津』2万5千分の1の地形図で経緯を求めると東経130度47分50秒、

北緯32度51秒付近である。菊陽町は菊陽村が昭和40年1月1日に町制を施行したものである。
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菊陽村は旧白水村、津田村、原水村が昭和30年4月1日に合併し、「本村が菊池郡の南方に位

し、陽光「さん」として輝き、前途の希望亦洋洋たる意味を持ち、男性的積極性を表し、永遠

の発展を祈念する。」というところから『菊陽村』と名付けられた。現在も熊本市のベッドタ

ウンとしてスプロール化されつつあるが、津久礼組の内吉原、石原、弓削地区は明治12年合志

郡から託麻郡へ、その後供合村託麻村を経て熊本市に編入されている。町内の個の村落につい

て『町村合併史』から抜粋すると前表のようになる。

明治16年頃熊本県下の町村のようすを記載したものに『肥後国郡村誌抄』がある。これには

下記村落の記載が見られる。

肥後国合志郡津久礼（ツクレ）村

〃〃原水（ハラミズ）村

明治16年11月調戸長赤峰千尋

肥後国上益城郡戸次（トツギ）村

〃 〃辛川（カラカハ）村

〃 〃馬場楠（ババグス）村

〃 〃曲手（マガテ）村

以下、熊本女子大学発行の『肥後国郡村誌抄』中巻より引用する。

肥後国合志郡津久礼（ツクレ）村

本村元上津久礼村下津久礼村(本村ノ内字花立卜称ス小村アリ、此村元銃卒ヲ置ク、同郡

須屋村二同シ）ノー村タリ。明治九年丙子二村合テー村トナス◎

税地田、旧反別53町9反九畝3歩、新検反別62町6反25歩､畑､旧反別281町2反5畝3歩、

新検反別470町5畝13歩。宅地、旧反別13町8反5畝18歩、新検反別23町6畝25歩。林､旧反別

25町3反6畝18歩。新検94町4反6畝7歩。総計、旧反別374町4反6畝12歩、新検反別650町

1反9畝10歩。

貢租地租、旧租米912石4斗4升、同金77円2銭7厘。改租金､金2937円47銭5厘百分ノ

三、同2448円13銭7厘．同二分五厘。山野税、金40円93銭7厘百分ノ三、金34円17銭4厘

同二分五厘雑税、金13円50銭。賦金、金6円。

戸数本籍278戸、士族43戸、平民230戸◎社2戸、村社2座総計280戸。

人数男、農754口、士族113口、平民641口。女800口、士族123口、平民677口｡総計1554口。

牛馬牡牛2頭、牝牛3頭、総計5頭。牡馬1頭、牝馬236頭。総計237頭。

舟車日本形船3綾、漁船。荷車1鋼小車。水車5輪。

川津久礼溝、村ノ東久保田村ヨリ来リ西流シ数派二分し字若宮ニテ白川二入ル。長13町32
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間巾2間3尺。瀬田下溝、同上、数派二分し田二入る。長11町23間巾1間或ハ3尺。此両溝ヲ

以テ本村田62町歩余ノ用水二供ス。堀川溝村ノ西幾久富村ヨリ来リ坤二流し須屋村二入ル。

長14町35間巾3間ヨリ8間二至ル。原水村以上用水溝ノ落シナリ。

森林新山林、官有二属ス、東西凡2町40間南北凡3町10間、反別凡13町1反歩、村ノ乾凡

20間ニアリ、杉・桧・松囲4尺長2間半以下生ズ。堀川林、同上、東西凡1丁20間、南北凡4

丁30間、反別凡5町9反7畝歩、村ノ西凡里14丁ニアリ、榛・小木及ビ柴生ズ。林、同上、所

所散在、都合反別23町歩、杉・桧・松榛・樫・雑木囲2尺長2間以下、並ビニ竹囲1尺以下及

ビ柴生ズ。新山林、民有二属ス、東西凡2丁、南北凡2丁10間、反別4町2反歩、村ノ乾凡20

丁ニアリ、杉・松囲3尺長2間以下生ズ。堀川林・同上、東西凡1丁10間、南北凡2丁、反別

3町3反6畝16歩、村ノ西凡1里7丁二アリ、雑小木・柴生ズ。林、同上、所々散在、都合反

別86町8反9畝21歩、樫・杉・松囲5尺長3間以下、並ビニ竹囲九寸以下生ズ。

原野下沖野野、宮有二属ス、村ノ乾凡18丁二アリ、北ハ原水村林二接シ、三方ハ本村耕地

二隣ス、樹木ナク只茅葦アリ。

学校人民共立小学校1カ所、村ノ東字中屋敷ニアリ、生徒男77人、女32人。

物産明治15年調。動物、繭1石1斗。植物、米1378石、大豆530石、小豆19石､裸麦82妬、

大麦1400石、小麦350石、アワ1350石、ソバ500石、菜種290石、甘藷3009万2000斤、芋2万

2000斤、煙草7万6000斤、質各可、管内或ハ他県輸送。飲食、鶏卵1200,質可、管内輸送。

民業同上、男、農240戸、質屋2戸、水車職5戸、大工職1戸。

肥後国合志郡原水（ハラミズ）村

（明治16年11月調）戸長赤崎千尋

本村古時不詳、元原水村・入道水村・鉄飽小路村（本村元銃卒ヲ置ク、同郡須屋村二同ジ）

ノ三村ハ中古下郷二属シ、元新町・馬場村・中尾村・南方村ノー町三村ハ郷村帳二不載。寛永

十年葵西大津手永二属ス。明治4年辛未手永ヲ郷二改ム。本村元前条柳水村外1町5村タリ。

明治9年丙子合テ本村ノ称二改ム。

税地田、旧反別32町6反1畝12歩、新検反別45町6反5畝26歩。畑､旧反別400町2反2畝

25歩、新検反別718町1反8畝21歩。宅地、旧反別40町5反6畝9歩､新検反別49町7反2畝20

歩、林、旧反別100町9反6畝27歩、新検反別179町9反8畝15歩。原野､旧反別4反9畝18歩、

新検反別1町6反5畝27歩。総計、旧反別574町8反7畝1歩、新検反別995町2反1畝19歩。

貢租地租、旧租米838石7斗1升9合、同金73円13銭5厘。改租金､金3829円93銭2厘百

分ノ三、同3192円1銭6厘、同2分5厘、山野税、金68円12銭4厘百分ノ三、同56円93銭3

厘同二分五厘。雑税、金51円50銭。賦金、金1円。税外納金、金31銭5厘。

戸数本籍536戸、士族147戸、平民389戸。寄留2戸、平民。社4戸､村社4座。寺1戸、真

宗1宇。総計543戸。

－17－



人数男1225口、士族373口、平民852口。女1315口、士族339口、平民976口。総計2540口。

外寄留7人、男4人、女3人。

牛馬牡牛2頭、牝牛7頭総計9頭。牡馬2頭、牝馬466頭、総計468頭。

舟車荷車荷車4銅小車。水車3輪。

川堀川溝、村ノ東室町ヨリ来リ西福原村界二入ル。長1里7町37間巾2間或ハ1間3尺。

本村田45町歩余ノ用水、且飲料ヲ兼ル。

森林小平上林、官有二属ス東西4町10間南北2町51間余。反別凡14町3反2畝12歩、村ノ

乾凡10町ニアリ、小木杉・桧・松生ズ。上長塚林、同上、東西3町55間余、南北1町10間、反

別凡5町5反歩、村ノ北凡10町二アリ、立木同上。西上原林、同上、東西3町7間余、南北1

町20間、反別凡5町歩、村ノ北凡15町二アリ、立木同上。中長塚林、同上、東西7町30間余、

南北1町、反別凡9町歩、村ノ乾凡15町ニアリ、小木杉・松・榛生ズ。下長塚林、同上、東西

7町22間、南北1町余、反別凡8町8反5畝歩、村ノ乾20町二アリ、小木杉・桧・松生ズ。下

長塚林、同上、東西7町22間、南北1町余、反別凡8町8反5畝歩、村ノ乾凡20町ニアリ、小

木杉・桧・松生ズ。高塚林、同上、東西3町、南北1町40間、反別凡6町歩、村ノ西凡1里ニ

アリ、小松生ズ。南沖野林、同上東西2町32問余、南北2町20間、反別凡7町9畝歩、村ノ西

凡28町二アリ、小木松・杉生ズ◎林、同上、所々散在、都合反別凡20町7反2畝6歩、木木杉

・桧松多シ、間榛・栗生ズ。沖山林、民有二属ス、東西4町21間、南北4町余、反別20町九反

4畝2歩、村ノ西凡30町二アリ、小松生ズ、下大谷林、同上、東西2町、南北7町21間余、反

別17町6反6畝5歩、村ノ艮凡25町二アリ、立木同上、古閑原林、同上、東西5町、南北2

町34間余、反別15町4反1畝29歩、村ノ東凡33町二アリ、立木同上◎林、同上、所々散在、都

合反別117町5反5歩、小木松多シ、間杉・榛並ビニ竹8寸廻以下生ズ。

原野野、民有二属ス、所々散在、都合反別1町6反5畝27歩、樹木ナク唯茅葦アリ。

湖沼井手上溜池、東西21間、南北39間、周回2町、村ノ艮字井手上ニアリ、村ノ用水トナ

ス。小平上溜池、東西28間、南北22間、周回1町40間、村ノ艮字小平上ニアリ、同上。

学校人民共立小学校二カ所、一ハ村ノ東字東前ニアリ生徒男55人、女16人。一ハ村ノ乾字

中堀川ニアリ生徒男192人、女72人。

物産明治15年調。動物、繭57石、蚕卵紙25枚、質可、管内輪送。植物、米1312石、野稲米

237石、大豆1565石、小豆39石、裸麦2223石、大麦304石、小麦1443石、アワ6405石、稗480石、

ソバ1007石、エン豆72石、蚕豆18石、甘藷72石斤、菜種335斤、煙草9万斤、麻2400斤､ダイコ

ン5万斤、梨子1500斤、柿9000斤、質可、管内或ハ他県輸送。器用、大竹廻り7寸1500本、芹

40万斤、鍬50挺、鎌200挺、竹器類150．飲食、茶1070斤、清酒413石、焼酎13石、鶏卵1万5

千。製造物、生糸25斤、質各可、管内輸送。

民業同上。男農510戸、大工職6戸、造酒職2戸、質屋7戸、旅篭屋2戸､染物職3戸、殿
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治職2戸、竹器職1戸、水車職3戸。

肥後国土益城郡戸次（トツギ）村

税地田、旧反別2反歩、新検反別3反8畝14歩。畑、旧反別88丁5反9畝15歩、新検反別

249丁7反3畝22歩。宅地、旧反別3丁7反8畝21歩、新検反別6丁1反5畝12歩。林､旧反別

2丁3反8畝21歩、新検別26丁1反7畝6歩。原野、旧反別2反3畝9歩、新検反別3丁1畝

23歩。総計、旧反別95丁2反6歩、新検反別285丁4反6畝17歩。

貢租地租、旧租米144石3斗3升、同金14円64銭6厘。改租金、金844円59銭9厘。百分ノ

三、金703円94銭8厘、同二分五厘。雑税、金6円、山野税、金7円79銭7厘、百分ノ三、金6

円48銭8厘、同二分五厘。

戸数本籍86戸、士族13戸、平民73戸。

人数男204口、士族35口、平民169口、女206口、士族35口、平民171口、総計410口。

牛馬牡馬3頭、牝馬77頭、総計80頭。

森林林、官有二属ス、処々散在、都合反別7丁8反9畝24歩、杉・桧・樫雑木囲4尺長3

間以下並竹囲7寸以下生ス。同、民有二属ス。同上反別26丁1反7畝6歩、杉・松雑木囲3尺

長1間半以下並小竹生ス。

原野野、同上反別3丁1畝23歩、樹木ナク只茅葦アリ。

湖沼屋敷廻溜池､東西22間南北38間周回1丁56間村の中央字屋敷廻ニアリ村ノ用水トナス。

物産明治15年調。植物、米2石9斗5斗、野稲米70石、大豆140石、小豆2石4斗5升､裸

麦87石5斗、大麦26石2斗5升、小麦52石5斗、アワ300石、ソバ120石、菜種20石、稗40石、

甘藷75000斤、ダイコン種20石、煙草25000斤、質可管内或ハ他県輸送。

民業同上。男農62戸、大工職1戸、左官職1戸。

肥後国上益城郡曲手（マガテ）村

税地田、旧反別6町5反3歩、新検反別8町8反2畝21歩。畑､旧反別67町2反6畝6歩、

新検反別150町2反8畝25歩。宅地、旧反別5町3反2畝歩、新検反別6町2反6畝22歩。林、

旧反別1町6反7畝25歩、新検反別46町2反6畝3歩。原野、旧反別8歩､新検反別7畝15歩。

総計、旧反別80町7反6畝12歩、新検反別211町7反1畝26歩。

貢租地租、旧租米187石8升7合、同金12円31銭9厘。改租金、金709円86銭4厘、百分ノ

三、金591円52銭6厘、同2分5厘。雑税、金12円｡賦金、金1円也。山野税､金13円34銭2厘、

百分ノ三、金11円13銭2厘、同二分五厘。

戸数本籍80戸、士族5戸、平民75戸。

人数男190口、士族10口、平民180口。女192口、士族17口、平民175口。総計382口。

牛馬牡牛1頭、牝牛2頭、総計3頭。牝馬75頭。

川曲手渡、村道二属ス、本村ヨリ1町56間、皆浅シ広32間、村ノ北白川ノ上流ニアリ渡船
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1綾私船。馬場楠溝、村ノ東馬場楠村ヨリ来リ、本村田8町8反歩余ノ用水二供シ西辛川村二

入ル、長8町38間巾3間。風穴林、官有二属ス、東西凡2町30間南北凡2町30間反別凡12町8

畝12歩、本村ノ坤凡25町ニアリ、杉・松・樟囲4尺長3間以下並桧囲2尺長2間以下生ス｡林、

同上処々散在、都合反別凡7町8反5畝2歩、杉・桧・松囲4尺長3間半以下並樫雑木囲2尺

長l間半以下生ス◎同、民有二属ス、同上反別凡46町2反6畝3歩、杉・松・雑木囲3尺長2

間以下並竹生ス。

原野野、同上反別7畝15歩、樹木ナク只茅葦アリ。

学校人民共立小学校1箇所、村ノニアリ生徒男57人女25人

物産明治15年調。植物、米90石、野稲米60石、大豆75石、小豆5石、裸麦70石､小麦50石、

大麦20石、アワ250石、ソバ75石、稗80石、菜種15石、ダイコン種20石､甘藷7万斤、煙草2万

3千斤、質管内或ハ他県輸送。

民業同上。男農61戸、大工職3戸。

肥後国上益城郡馬場楠（ババグス）村

税地田、旧反別3反4畝12歩、新検反別9反4畝9歩。畑、旧反別49町3反5畝27歩、新

検反別121町8反5畝5歩。宅地、旧反別3町5反歩、新検反別3町8反9畝歩｡林､旧反別2

町6反5畝28歩、新検反別17町7反1畝3歩。原野、旧反別4畝5歩､新検反別2反7畝22歩。

貢租地租、旧租米86石2合、同金4円71銭6厘。改租金、金436円62銭4厘、百分ノ三､金

363円85銭4厘、同二分五厘。雑税、金10円｡山野税、金5円13銭4厘、百分ノ三、金4円2職

8厘、同2分5厘。

戸数本籍51戸、士族6戸、平民45戸。

人数男121口、士族13口、平民108口。女122口、士族10口、平民112口、総計243口。

牛馬牝馬53頭。

川馬場楠碩、村ノ東白川ノ上流ニアリ、石巻碩長1町15間､加藤氏功業ナリ郡誌二詳記ス、

本村以下数村ノ用水ヲ分ツ為設ダル債ナリ。馬場楠溝、同上字1町畠碩ロヨリ起り本村田9反

歩余ノ用水二供シ曲手村二入ル、長11町6間巾3間。

森林林、官有二属ス、処々散在、都合反別3町3反3畝12歩、杉・桧・松囲2尺長2間以

下並竹囲6寸以下生ス。同、民有二属ス、同上反別17町7反1畝3歩、杉・松雑木囲3尺長1

間以下並小竹生ス。

原野野、同上反別2反7畝22歩、樹木ナク只茅葦アリ。

学校人民共立小学校1ケ所、村ノ坤字森上ニアリ、生徒男57人女25人。

物産明治15年調。植物、米7石2斗9升、野稲米42石、大豆78石、小豆1石2斗5升、裸

麦63石7斗、大麦13石6斗5升、小麦27石3斗、アワ180石、ソバ62石4斗､稗24石､菜種12石、

ダイコン種12石、甘藷5万斤、煙草2万斤、質可管内或ハ他県輸送。
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民業同上。男農33戸。

肥後国上益城郡辛川（カラカハ）村

税地田、旧反別16丁8反4畝24歩、新検反別25丁2畝2歩。畑、旧反別154丁4反1畝3歩、

新検反別336丁5反9畝4歩。宅地、旧反別13丁5反歩、新検反別i4丁1反9畝20歩。林､旧反

別2丁5反7畝4歩、新検別11丁1反9畝14歩。原野、旧反別5反4畝14歩、新検反別2丁3

反9畝1歩。総計、旧反別187丁8反7畝15歩、新検反別389丁3反9畝11歩。

貢租地租、旧租米380石8斗1升3合、同金49円79銭3厘．改租金、金1741円12銭5厘､百

分ノ三、金1451円16銭6厘、同二分五厘。雑税、金38円。山野税、金3円93銭9厘､百分ノ三、

金3円34銭。同二分五厘。

戸数本籍161戸、平民148戸。

人数男383口、士族26口、平民357口。女385口、士族29口、平民356口。総計768口。

牛馬牝牛9頭。牝馬12頚。

舟車日本形船一綾、川漁船。

川馬場楠溝、村ノ東曲手村ヨリ来リ本村田25丁余ノ用水二供シ鹿帰瀬村二入ル、長24丁43

間巾3間。

森林官有二属ス、処々散在、都合反別1丁5反6畝17歩、杉・松・樫囲2尺長2間以下並

雑小木小竹生ス。同、民有二属ス、同上反別凡11丁1反9畝14歩、杉・松・雑木囲3尺長2間

以下並小竹生ス。

原野野、同上反別2丁3反9畝1歩、樹木ナク只葦アリ。

学校人民共立小学校1箇所、村ノ東字古閑上ニアリ、生徒男35人女13人。

物産明治15年調。植物、米250石、野稲米50石、大豆200石、小豆10石、裸麦200石､大麦40

石、小麦100石、アワ600石、稗150石、ソバ15妬、菜種20石、煙草5万斤、甘藷万5千升、ダ

イコン種40石、質可管内或ハ他県輸送。

民業同上男農140戸。

これによって町内の作物を見るとアワ、ソバ、ヒエなどの収穫量が記載されており、水田の

稲作以外の主要作物となっている。梅ノ木遺跡付近の発掘調査直前の作物はレタス、ダイコン、

ダイズ、ニンジンなどの換金作物をはじめとしビニルハウスによるメロン・レタスなどの促成

栽培である。

次に遺跡地北側台地上には今石城、石坂城が見られる。熊本県文化財報告第30集『中世城』に

よると次のように記載されている。

今石城（消滅）（菊池郡菊陽町大字津久礼字今石）

『古城考』に「津久礼村畔、白川の頭にあり、合志家全盛の時其臣石原狩野介吉利居城して、
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竹迫南手の防たりと云ふ」という記事が見え、『合志川芥』は城跡の周辺地形について「富城

の前に白川の流れを控え断崖絶壁削るが如く屈寛の要害なり」と記述している。

城跡の所在地については確たるものはないが、津久礼地区に広がる丘陵地南縁部の一隅に、

「今石」という字名を残す所があり、地元では当該地を城跡と見なす向きがある。すなわち、

「今石」という地名に加えて『合志川芥』の記辻にあるように丘陵地下（約25m下）には白川

が流れており、東方向から西方向へ下る川の流れも、今石地区で大きく北側に湾曲してまさに

「白川の頭」の形状を呈するからである。しかし、当該地については昭和49年から昭和50年に

かけて全面的に宅地造成が行われたので、今ではまったく旧地形を止めず推論の余地がない。

河北憲一氏の御示唆によれば、城跡推定地には空堀らしいものの存在があったという。

石坂城

『合志川芥』によれば城主は石坂盛隆という。加えて城跡の所在地については、「上津久礼

村を越へ飽田郡の境と云ふ」と記しており、83間に及ぶ堀の跡があるとも伝える。しかし、城

跡所在地に該当すると思われる石坂（字名）地区は、一面の平坦地で、城跡に関する伝承は何

もない。「石坂」地区は「今石」地区の隣り合わせでもあるので、『合志川芥』にいう「石坂

城」は「今石城」を重複して述べたものと思われる。

なお、『肥後国誌』には、「弓削城跡石坂城卜云城主年代不分明城ノ前堀トテニ重ノ堀跡

干今残しり」という記事が見える。

久保田城

『合志川芥』には「久保田大和守為宗は久保田を分領し城を築て居る」と記されている。

現在、城跡の所在地は不明であるが、字「柳ノ尾」の地内には「山の城」という小名を残す

墓地が存在する。しかし当該地は現状変更がなされている事もあって、城跡に関連あろうと思

われている遺構は何も観察できない。

q ■■■■■■■■
■■■■■■■■■■

=一〆雫、一一
第4図巴型銅器（城南町出土）島津義昭氏原図
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白川流域の古代遺跡の分布を『全国遺跡地図一熊本県』によってみると別図（折込み地図）

と遺跡分布図付表や熊本県出土弥生時代銅器出土地名表のようになる。

第2表白川流域の遺跡分布付表

〔7〕

横穴

古墳（方円）

古墳（円）

家形石棺

雲棺

散布地

散布地

散布地

古墳群（円）

散布地

横穴

古墳（円）

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

古墳（円）

古墳（円）

散布地

横穴

散布地

散布地

散布地

散布地

蜜棺

散布地

散布地

菊池郡西合志町合生塚口

菊池郡西合志町合生漆崎

菊池郡西合志町合生生坪

菊池郡西合志町合生石立

菊池郡西合志町合生八反田

菊池郡大津町矢護川御領原

菊池郡大津町矢護川七野尾

菊池郡大津町矢護川七野尾

菊池郡大津町矢護川御願所

菊池郡大津町真木向原

菊池郡西合志町合生立割

菊池調西合志町合生小合志l,合志原

菊池郡西合志町合生辻久保小合志原

菊池郡西合志町合生辻久保

菊池郡西合志町野々島中野

菊池郡西合志町野々島御代志

菊池郡合志町栄西原

菊池郡合志町栄中林

菊池郡合志町栄中林

菊池郡合志町栄中林

菊池郡合志町上床木瀬

菊池郡合志町上床木瀬

菊池郡合志町豊岡小園

菊池郡合志町上床宮前

菊池郡合志町幾久富陣の内

菊池郡合志町幾久富御手洗

菊池郡合志町福原野付

菊池郡合志町福原御領

菊池郡合志町竹迫八久保
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菊池郡合志町福原出分

菊池郡合志町福原蕊・出分

菊池郡菊陽町原水人足

菊池郡菊陽町原水柳水

菊池郡大津町室南出口

菊池郡大津町室西弥護

菊池郡大津町平川ナギナタ

菊池郡大津町平川水落

菊池郡大津町矢護川水の山

菊池郡大津町矢護川日向

菊池郡大津町古城中後迫

菊池郡大津町真木

菊池郡大津町真木

菊池郡大津町大津町屋敷

菊池郡大津町大津町八窪

菊池郡大津町大津町西獄

菊池郡大津町大津町後迫

菊池郡大津町高尾野高尾野

菊池郡大津町瀬田雨留尾

桑鶴遺跡

蕊遺跡

原水大人足遺跡

柳水遺跡

南出口遺跡
(大津農高実習地遺跡）

散布地

蜜棺

散布地

散布地

６
７
３
４
５
７
２
３
５
６
７
０
１
３
４
７
８
２
３
４
５
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

６
６
７
７
７
７
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

散布地

散布地

散布地

支石墓散布地

西弥護免遺跡

ナギナタ遺跡

平川仮宿遺跡

水の山遺跡

日向遺跡

中後迫遺跡

真木古墳

合志一族の墓

中町横穴群

八窪遺跡

五里木跡

後迫横穴群

高尾野遺跡

瀬田雨留尾遺跡

瀬田遺跡

瀬田裏古墳群

上無田遺跡

車帰遺跡

新山遺跡

上沖野遺跡

駄飼代遺跡

愉木遺跡

庵の前遺跡

迫の上遺跡

緑ケ丘山の神遺跡

堂ノ前遺跡

一丁鶴（一丁畑）

竹の後遺跡

地
跡
地
地
地
地
地
群
地
地
地
地
地
地

布
落
墳
墓
穴
布
布
穴
布
布
布
墳
布
布
布
布
布
布
棺

散
集
古
墳
横
散
散
横
散
散
散
古
散
散
散
散
散
散
雲

菊池郡大津町瀬田長袖・山の神

菊池郡大津町瀬田瀬田裏

阿蘇郡阿蘇町無田渡瀬

阿蘇郡阿蘇町車帰村下

菊池郡菊陽町津久礼新山

菊池郡菊陽町原水上沖野

菊池郡菊陽町津久礼新山

熊本市清水町愉木堂の前

熊本市清水町愉木庵の前

熊本市竜田町上立田迫の上

熊本市竜田町上立田緑ケ丘

熊本市清水町横木堂ノ前

熊本市清水町愉木一丁鶴

熊本市竜田町上立田竹の後

雲棺・散布地

散布地

散布地

散布地

蜜棺

遺跡
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跡

群

遺

穴

甲

跡

跡
跡
跡

群

跡
跡
跡
跡
跡
横
跡
跡
の

群
跡
遺
跡
跡
跡
遺
遺
遺
墳
跡
跡
跡
棺

遺
跡
遺
遺
遺
遺
坂
跡
遺
遺
亀
跡
跡
跡
穴
遺
跡
鶴
遺
遺
遺
原
原
窪
古
跡
遺
遺
遺
石

後
木
塚
瀬
Ａ
Ｂ
部
小
遣
井
山
・
遺
遺
遺
横
木
遺
下
敷
指
窪
東
中
立
塚
遺
Ａ
Ｂ
Ｃ
畑

の
里
蔵
彦
上
上
南
削
削
々
園
原
尻
原
石
石
ノ
保
口
屋
弁
の
川
手
山
道
原
坂
坂
坂
丁

竹
二
武
片
北
北
上
弓
弓
瀬
神
石
山
宮
今
今
梅
久
井
中
東
池
辛
曲
上
六
塚
狸
狸
狸
一

雲棺・散布地 熊本市竜田町上立田竹の後

熊本市竜田前上立田吉の平

熊本市竜田前弓削塚の木

熊本市竜田町弓削片彦瀬

熊本市石原町平

熊本市石原町平

熊本市上南部町苅野

熊本市竜田町弓削小坂の上小坂屋敷

熊本市竜田町弓削法王鶴

熊本市石原町瀬々井

熊本市長嶺町神園華園

熊本市石原町亀の甲

熊本市弓削町山尻南原・中原

岨
別
別
那
別
筋
恥
羽
帥
釦
弱
訂
銘
釣
㈹
虹
“
姐
別
開
帥
創
闘
“
砧
船
舶
、
、
花
乃
乃
刀

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

棺

塚
地
地
地
地
地
地
地
跡
跡
地
地
地
地
地
地
地
地
跡
地
地
地
地
地
地
石
地
地

里
墓
布
布
布
布
穴
布
布
布
落
落
布
布
穴
布
布
布
布
布
布
落
布
布
墳
布
布
布
布
式
布
布

一
墳
散
散
散
散
横
散
散
散
集
集
散
散
横
散
散
散
散
散
散
集
散
散
古
散
散
散
散
箱
散
散

熊本市弓削町山尻宮原

菊池郡菊陽町津久礼今石

菊池郡菊陽町津久礼今石

菊池郡菊陽町津久礼梅ノ木

菊池郡菊陽町辛川久保

菊池郡菊陽町辛川下鶴

菊池郡菊陽町辛川中屋敷

菊池郡菊陽町辛川東弁指

菊池郡菊陽町辛川池の窪

菊池郡菊陽町曲手西原幸川

菊池郡菊陽町曲手中原

菊池郡菊陽町辛川上山立窪

菊池郡菊陽町辛川塚原

菊池郡菊陽町辛川塚原

菊池郡菊陽町曲手部田

菊池郡菊陽町曲手部田

菊池郡菊陽町曲手部田

菊池郡菊陽町馬場楠一丁畑

菊池郡大津町下町窪田

菊池郡大津町陣内上園

（馬場楠一丁畑古墳）
下陣内遺跡

上陣内遺跡
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田尾遺跡

森遺跡

宝満鶴遺跡

岩坂遺跡

岩坂横穴

小園遺跡

皆元遺跡

皆元遺跡

馬場遺跡

下六反田の磨崖仏

烏子陣ノ上遺跡

上烏子横穴群

葛目横穴

葛目遺跡

古閑向遺跡

古閑遺跡

襟の平遺跡

桃の木原遺跡

かくが峰遺跡

きつね塚石棺群

きつね塚古墳群

風当遺跡

先ノ原遺跡

後迫遺跡

どや堤の上遺跡

岩戸神社岩陰遺跡

日南為遺跡

散布地

散布地

散布地

散布地

横穴

散布地

宝器出土地

散布地

散布地

磨崖仏

散布地

横穴

横穴

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

箱式石棺

古墳群（円）

散布地

散布地

散布地

散布地

岩陰

散布地

散布地

散布地

集落跡

散布地

散布地

集落跡

菊池郡大津町陣内田尾

菊池郡大津町森榎迫

菊池郡大津町中島宝満鶴

菊池郡大津町岩坂

菊池郡大津町岩坂迫出

阿蘇郡西原村烏子持矢倉

阿蘇郡西原村烏子皆元

阿蘇郡西原村烏子皆元

阿蘇郡西原村烏子馬場

阿蘇郡西原村烏子馬場

阿蘇郡西原村烏子陣ノ上

阿蘇郡西原村烏子水の谷

阿蘇郡西原村烏子葛目谷

阿蘇郡西原村烏子上葛目

阿蘇郡西原村烏子古閑向

阿蘇郡西原村烏子古閑

阿蘇郡西原村烏子襟の平

阿蘇郡西原村烏子桃の木原

阿蘇郡西原村烏子鳥越

阿蘇郡西原村小森風当霞

阿蘇郡西原村小森風当霞

阿蘇郡西原村小森風当

阿蘇郡西原村小森大切畑雷

阿蘇郡西原村小森後迫

阿蘇郡西原村小森大切畑

菊池郡大津町外牧畑鶴

阿蘇郡西原村烏子日南為

阿蘇郡西原村小森桑鶴

阿蘇郡西原村小森桑鶴

阿蘇郡西原村小森桑鶴・土橋

阿蘇郡西原村小森桑鶴

阿蘇郡西原村小森桑鶴

阿蘇郡西原村小森土橋

９
０
４
５
６
０
１
２
３
５
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
４
５
６
７
９
０
１
２

部
銘
羽
記
銘
調
胡
調
羽
的
羽
調
羽
㈹
仙
仙
㈹
㈹
如
伽
㈹
㈹
仙
牡
牡
型
似
い
似
い
蛇
岨
蛇

（本屋敷遺跡）
桑鶴古屋敷遺跡

桑鶴遺跡

桑鶴土橋遺跡

揺が池西側台地遺跡

揺が池遺跡

うつさい遺跡
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4231丸林遺跡 散布地｜阿蘇郡西原村小森桑鶴

〔8〕

高野遺跡

扇山遺跡

松尾遺跡

横石遺跡

原の墳墓

野中城跡

湯浦中島遺跡

波寄が原遺跡

源太が塚石棺群

北川久保遺跡

野村遺跡

二本松遺跡

二本松石棺群

下居塚遺跡

北谷遺跡

中塚遺跡

西中尾遺跡

西湯浦遺跡

中無田遺跡

陣内遺跡

西小園中島遺跡

西小園遺跡

西小園前田遺跡

中尾遺跡

無田遺跡

御塚古墳群

湯山遺跡

北田子山遺跡

下り山遺跡

花原川遺跡

内牧城跡

散布地

散布地

散布地

散布地

墳墓

城跡

散布地

散布地

箱式石棺

散布地

散布地

散布地

箱式石棺

散布地

散布地

散布地

散布地

屋敷跡・集落跡

散布地

集落跡

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

古墳群

散布地

散布地

散布地

散布地

城跡

阿蘇郡阿蘇町西湯浦高野

阿蘇郡阿蘇町西湯浦扇山

阿蘇郡阿蘇町西湯浦松尾

阿蘇郡阿蘇町西湯浦横石

阿蘇郡阿蘇町湯浦原の上・原の前

阿蘇郡阿蘇町湯浦城

阿蘇郡阿蘇町湯浦中島

阿蘇郡阿蘇町湯浦城

阿蘇郡阿蘇町南宮原村上

阿蘇郡阿蘇町西湯浦川久保

阿蘇郡阿蘇町西湯浦野村

阿蘇郡阿蘇町西湯浦二本松

阿蘇郡阿蘇町西湯浦二本松

阿蘇郡阿蘇町西湯浦居塚

阿蘇郡阿蘇町西小園北谷

阿蘇郡阿蘇町西湯浦中塚

阿蘇郡阿蘇町西小園西中尾

阿蘇郡阿蘇町西湯浦居屋敷

阿蘇郡阿蘇町西湯浦中無田

阿蘇郡阿蘇町西湯浦陣内

阿蘇郡阿蘇町西小園中島

阿蘇郡阿蘇町西小園西荒牧

阿蘇郡阿蘇町西小園前田

阿蘇郡阿蘇町西小園中尾

阿蘇郡阿蘇町西小園無田

阿蘇郡阿蘇町南宮原前田

阿蘇郡阿蘇町小里湯山

阿蘇郡阿蘇町西小園北田子山

阿蘇郡阿蘇町西小園下り山

阿蘇郡阿蘇町西小園花原

阿蘇郡阿蘇町内牧中町

１
２
４
５
６
７
８
９
皿
胆
肥
Ⅲ
略
陥
Ⅳ
岨
旧
飢
躯
鴎
妬
朋
訂
羽
別
別
別
詑
銘
別
弱
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塔の木古墳群

三の丸遺跡

番出石棺

新町遺跡

田子山遺跡

折戸遺跡

三久保池の平遺跡

三久保横穴

松の本遺跡

駄の原遺跡

三久保山遺跡

三久保遺跡

阿蘇北中学校遺跡

千町無田遺跡

浜川古墳群

成川遺跡

大観峯遺跡

外輪山遺跡

買込遺跡

狐塚遺跡

小倉牧の内遺跡

天神の上遺跡

西無田遺跡

小池牧の内遺跡

水呑場遺跡

松が鼻遺跡

池の平遺跡

池の鶴遺跡

今町遺跡

塔の木古墳

塔の本遺跡

小倉前田遺跡

小倉城跡

棺

群
地
石
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
郡
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地

墳
布
式
布
布
布
布
穴
布
布
布
布
布
布
墳
布
布
布
布
布
布
布
布
布
布
布
布
布
布
墳
布
布
跡

古
散
箱
散
散
散
散
横
散
散
散
散
散
散
古
散
散
散
散
散
散
散
散
散
散
散
散
散
散
古
散
散
城

(円） 阿蘇郡阿蘇町小里原口

阿蘇郡阿蘇町小里三の丸

阿蘇郡阿蘇町内牧番出

阿蘇郡阿蘇町小里新町

阿蘇郡阿蘇町西小園田子山

阿蘇郡阿蘇町三久保北請

阿蘇郡阿蘇町三久保池の平

阿蘇郡阿蘇町三久保田子山

阿蘇郡阿蘇町三久保松の本

阿蘇郡阿蘇町内牧駄の原前

阿蘇郡阿蘇町三久保三久保山

阿蘇郡阿蘇町三久保三久保山

阿蘇郡阿蘇町三久保前畑

阿蘇郡阿蘇町三久保千町無田

阿蘇郡阿蘇町三久保上浜川・前浜川

阿蘇郡阿蘇町内牧成川

阿蘇郡阿蘇町湯浦大観峯山上

阿蘇郡阿蘇町山田

阿蘇郡阿蘇町小倉買込

阿蘇郡阿蘇町小倉狐塚

阿蘇郡阿蘇町小倉牧の内

阿蘇郡阿蘇町小倉天神の上

阿蘇郡阿蘇町小倉西無田

阿蘇郡阿蘇町小池牧の内

阿蘇郡阿蘇町小池水呑場

阿蘇郡阿蘇町小池松が鼻

阿蘇郡阿蘇町小池松の平

阿蘇郡阿蘇町小池池の鶴

阿蘇郡阿蘇町今町今町

阿蘇郡阿蘇町小倉塔の本

阿蘇郡阿蘇町小倉塔の本

阿蘇郡阿蘇町小倉前田

阿蘇郡阿蘇町小倉坪の内

茄
師
銘
的
如
似
蛇
鳴
“
妬
妬
卿
銘
棚
別
別
馳
昂
別
弱
弱
印
認
弱
帥
例
舵
銘
糾
髄
舶
師
銘
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阿蘇郡阿蘇町山田西川

阿蘇郡阿蘇町山田柏ノ木

阿蘇郡阿蘇町山田小西

阿蘇郡阿蘇町山田今古閑

阿蘇郡阿蘇町山田今古閑

阿蘇郡阿蘇町山田不動塚

阿蘇郡一の宮町中通ケオトシ坂上

散布地

散布地

散布地

古墳

散布地

散布地

散布地

散布地

箱式石棺

箱式石棺

散布地

古墳（円）

古墳（円）

古墳（方円）

古墳（円）

古墳

古墳

古墳（方円）

古墳（円）

古墳（円）

古墳（円）

古墳（円）

古墳（円）

古墳（円）

古墳（円）

古墳（円）

古墳群（円）

古墳（円）

古墳（円）

古墳

古墳群

横穴

貝塚

西川遺跡

柏ノ木遺跡

福田寺遺跡

山田古墳

今古閑遺跡

不動塚遺跡

ケオトシ坂上遺跡

小倉遺跡

大角田石棺

村下石棺群

鷲の石遺跡

鞍掛塚A古墳

鞍掛塚B古墳

上鞍掛塚A古墳

上鞍掛塚B古墳

大石平古墳

小嵐山古墳

長目塚古墳

勝負塚古墳

銭瓶塚古墳

乳母塚古墳

車塚A古墳

車塚B古墳

入道塚古墳

休塚古墳

薬師薮古墳群

迎平古墳群

上御倉古墳

下御倉古墳

平井古墳

東手野古墳群

城山横穴群

下三閑貝塚
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８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
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１
１

阿蘇郡阿蘇町小倉大角田

阿蘇郡阿蘇町小倉大角田

阿蘇郡阿蘇町小野田村下

阿蘇郡阿蘇町山田鷲の石

阿蘇郡一の宮町中通鞍掛

阿蘇郡一の宮町中通鞍掛

阿蘇郡一の宮町中通上鞍掛

阿蘇郡一の宮町中通上鞍掛

阿蘇郡一の宮町中通大石平

阿蘇郡一の宮町中通大石平

阿蘇郡一の宮町中通上鞍掛

阿蘇郡一の宮町中通勝負塚

阿蘇郡阿蘇町小倉車塚

阿蘇郡阿蘇町小倉車塚

阿蘇郡阿蘇町小倉車塚

阿蘇郡阿蘇町小倉車塚

阿蘇郡阿蘇町小倉入道塚

阿蘇郡阿蘇町小倉中原前

阿蘇郡阿蘇町小倉井手前

阿蘇郡阿蘇町手野迎平

阿蘇郡阿蘇町手野平

阿蘇郡阿蘇町手野平

阿蘇郡阿蘇町手野平井

阿蘇郡阿蘇町手野土井平

阿蘇郡阿蘇町三野城山

阿蘇郡阿蘇町三野下三閑
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三閑古墳

大門遺跡

笹塚遺跡

戸下遺跡

上の小屋遺跡

宇土遺跡

日下遺跡

上方遺跡

一里山遺跡

産神社遺跡

下山遺跡

市原遺跡

下田代遺跡

小無田遺跡

尻無谷遺跡

池田遺跡

古園石棺群

古園遺跡

東畑古墳

下無田遺跡

小野原遺跡

下扇ケ原遺跡

狩尾遺跡

西山崎遺跡

宮山遺跡

宮山石棺

宮前遺跡

松山遺跡

下山西遺跡

鏡山遺跡

下谷中遺跡

明神山遺跡

堤遺跡

叫
妬
遡
喝
Ｍ
妬
肥
Ⅳ
肥
的
別
凪
躯
鴎
別
妬
恥
訂
躯
別
帥
訓
躯
弱
別
記
鉛
訂
銘
弱
㈹
似
鳴
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１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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１
１
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１
１
１
１
１
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１
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棺
棺

地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
石
地
地
地
地
地
地
跡
石
地
地
地
地
地
地
地

墳
布
布
布
布
布
布
布
布
布
布
布
布
布
布
布
式
布
墳
布
布
布
布
布
落
式
布
布
布
布
布
布
布

古
散
散
散
散
散
散
散
散
散
散
散
散
散
散
散
箱
散
古
散
散
散
散
散
集
箱
散
散
散
散
散
散
散

阿蘇郡阿蘇町三野三閑

阿蘇郡阿蘇町三野大門

阿蘇郡阿蘇町狩尾笹塚

阿蘇郡阿蘇町狩尾戸下

阿蘇郡阿蘇町狩尾上の小屋

阿蘇郡阿蘇町狩尾宇土

阿蘇郡阿蘇町狩尾日下

阿蘇郡阿蘇町狩尾原田

阿蘇郡阿蘇町狩尾雛川

阿蘇郡阿蘇町狩尾下山

阿蘇郡阿蘇町狩尾下山

阿蘇郡阿蘇町狩尾市原

阿蘇郡阿蘇町狩尾下田代

阿蘇郡阿蘇町狩尾小無田

阿蘇郡阿蘇町狩尾尻無谷

阿蘇郡阿蘇町狩尾池田

阿蘇郡阿蘇町狩尾古園

阿蘇郡阿蘇町狩尾小屋畑

阿蘇郡阿蘇町狩尾東畑

阿蘇郡阿蘇町狩尾下無田

阿蘇郡阿蘇町狩尾小野原

阿蘇郡阿蘇町三久保下扇ケ原

阿蘇郡阿蘇町狩尾下の原

阿蘇郡阿蘇町狩尾西山崎

阿蘇郡阿蘇町赤水水溜

阿蘇郡阿蘇町的石楢山

阿蘇郡阿蘇町赤水本宮前

阿蘇郡阿蘇町永草松山

阿蘇郡阿蘇町乙姫下山西

阿蘇郡阿蘇町乙姫鏡山下

阿蘇郡阿蘇町乙姫下谷中

阿蘇郡阿蘇町乙姫下山の下

阿蘇郡阿蘇町黒川堤
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古墳

古墳

古墳

散布地

散布地

散布地

古墳（円）

墳墓

古墳群（円）

古墳（円）

古墳（円）

散布地

散布地

散布地

石棺

散布地

古墳（円）

箱式石棺

古墳

散布地

散布地

箱式石棺

箱式石棺

古墳群

箱式石棺

古墳

箱式石棺

散布地

古墳

古墳群

箱式石棺

墳墓

阿蘇郡阿蘇町黒川北塚

阿蘇郡阿蘇町黒川本塚

阿蘇郡阿蘇町黒川灰塚

阿蘇郡阿蘇町黒川元黒川

阿蘇郡阿蘇町蔵原踊山

阿蘇郡阿蘇町蔵原東菩薩寺

阿蘇郡一の宮町宮地宮園

阿蘇郡一の宮町宮地西古神

阿蘇郡一の宮町中坂梨前田

阿蘇郡一の宮町坂梨豆塚

阿蘇郡一の宮町坂梨端塚

阿蘇郡長陽村河陽高野

阿蘇郡長陽村長野乙ケ瀬

阿蘇郡長陽村河陽村下

阿蘇郡白水村吉田上積

阿蘇郡白水村白川倶利加羅谷

阿蘇郡高森町色見小倉

阿蘇郡高森町上色見下大邑

阿蘇郡高森町上色見大村

阿蘇郡高森町上色見中大邑

熊本市松尾町平山岩戸

熊本市松尾町近津園山

熊本市松尾町近津松生島

熊本市松尾町松尾下峠

熊本市松尾町松尾要江

熊本市松尾町上松尾梅洞

熊本市松尾町上松尾小林

熊本市花園7丁目馬の水

熊本市花園町柿原滝の平

熊本市花園町柿原経塚

熊本市花園4丁目中尾

熊本市島崎町島崎
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鬼塚さん古墳

野添遺跡

千原台遺跡

城西小学校校庭遺跡

戸坂遺跡

花岡山箱式石棺群
（花岡山古墳郡）

堂出古墳群

天福寺裏山古墳群

段山遺跡

吉祥寺裏横穴群

唐人町遺跡

明十橋際遺跡

新町2丁目遺跡

古城横穴群

辛島町遺跡

花畑館跡

山崎町古墳

小泉八雲熊本旧居跡

千葉城石棺

千葉城横穴群

内坪井遺跡

峰雲院跡墓地

七軒町遺跡

子飼遺跡

一夜塘

坪井古屋敷遺跡

小幡町遺跡

上河原遺跡

大江白川遺跡

道手石棺郡

畑の原古墳群

羽山古墳

久布白対馬守五輪塔

古墳

散布地

散布地

散布地

散布地

箱式石棺

古墳群（円）

熊本市島崎町島崎三軒屋

熊本市池上町野添平

熊本市島崎町島崎千原台

熊本市島崎町島崎千原台

熊本市戸坂町西原・北原

熊本市横手町北平

飽託郡北部町釜尾堂出

熊本市花園町柿原本山

熊本市段山町段山

熊本市横手町宮の坂

熊本市西唐人町

熊本市紺屋町・鍛治屋町

熊本市新町2丁目

熊本市古城町

熊本市辛島町

熊本市花畑町

熊本市桜町

熊本市安政町

熊本市千葉城町

熊本市千葉城町

熊本市内坪井町

熊本市坪井4丁目

熊本市子飼本町七軒町

０
７
８
９
０
１
２
３
万
別
別
師
朋
躯
別
弱
船
師
船
舶
肥
Ⅳ
躯
型
妬
邪
訂
朗
羽
“
鮪
舶
師

５
５
５
５
６
６
６
６
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

古墳群

散布地

横穴

婆棺

散布地

雲棺

横穴

散布地

館跡

古墳

館跡

箱式石棺

横穴

散布地

墓地

散布地

散布地

堰堤跡

護棺

散布地

雲棺

散布地

箱式石棺

古墳群（

古墳

塔

熊本市東子飼町・小幡町・大江町

熊本市子飼本町一夜塘

熊本市黒髪2丁目

熊本市子飼本町

熊本市黒髪6丁目上河原

熊本市大江1丁目

熊本市花園町柿原道手

熊本市花園町柿原畑の原

熊本市花園町柿原羽山

熊本市花園町柿原成道寺

(円）
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北島遺跡

柿原美女尻雲棺群

花園中尾遺跡

池亀遺跡

井芹遺跡

井芹遺跡

本妙寺北遺跡

牧崎遺跡

熊本工業大学遺跡

富ノ尾1号墳

富ノ尾2号墳

長迫遺跡

長迫古墳

山伏塚A遺跡

山伏塚B遺跡

山伏塚C遺跡

山伏塚

雷通学園石棺

名義尾塚古墳

白川学園石棺

稲荷山古墳

打越遺跡

打越貝塚

池田町遺跡
（池田小学校遺跡）

津浦一の谷横穴群

一の谷遺跡

船場山古墳

稗田横穴群

往生院境内放牛地蔵

往生院境内豪潮宝擁印塔

寺原横穴群

亀井松山墓地

亀井遺跡

散布地

雲棺

散布地

散布地

蜜棺

散布地

散布地

謹棺

護棺

古墳

古墳

散布地

古墳

散布地

散布地

散布地

墳墓

箱式石棺

古墳

箱式石棺

古墳

蜜棺

貝塚

散布地

横穴

散布地

古墳（円）

横穴

塔

塔

横穴

墓地

散布地

熊本市池田4丁目北島

熊本市花園町柿原美女尻

熊本市花園町中尾

熊本市池亀町徳尾

熊本市花園5丁目

熊本市花園5丁目井芹

熊本市花園4丁目中尾

熊本市花園3丁目牧崎

熊本市池田4丁目北島小林

熊本市池田3丁目富ノ尾山本

熊本市池田3丁目富ノ尾山本

熊本市池田3丁目長迫楢山

熊本市池田3丁目長迫楢山

熊本市池田3丁目長迫楢山

熊本市清水町高平上高平

熊本市池田3丁目長迫楢山

熊本市池田3丁目長迫楢山

熊本市清水町津浦楢山

熊本市清水町高平

熊本市清水町打越永浦

熊本市清水町打越永浦

熊本市清水町打越永浦

熊本市清水町打越塚田

熊本市池田1丁目岩立

熊本市津水町津浦歩迫

熊本市清水町津浦中寄

熊本市清水町津浦船場

熊本市稗田町猪迫

熊本市池田1丁目池田

熊本市池田1丁目池田

熊本市京町本丁寺原

熊本市清水町亀井上屋敷

熊本市清水町亀井天神上
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熊本市清水町亀井上屋敷

熊本市清水町亀井上屋敷

熊本市清水町万石

熊本市清水町万石茶屋原

熊本市清水町万石茶山

熊本市清水町万石茶山

熊本市竜田町陳内株野

熊本市竜田町陳内緑ケ丘

熊本市清水町室園

熊本市黒髪4丁目白石

熊本市黒髪3丁目

熊本市黒髪町坪井

熊本市黒髪4丁目小峰

熊本市黒髪4丁目小峰

熊本市黒髪4丁目

熊本市黒髪4丁目

熊本市黒髪4丁目立田邸

熊本市黒髪4丁目立田邸

熊本市黒髪7丁目浦山

熊本市黒髪7丁目浦山

熊本市黒髪7丁目浦山

熊本市黒髪7丁目浦山

熊本市黒髪7丁目

熊本市黒髪6丁目

熊本市黒髪7丁目

熊本市黒髪7丁目浦山

熊本市黒髪7丁目浦山

熊本市黒髪7丁目浦山

熊本市黒髪8丁目カブト山

熊本市黒髪8丁目カブト山

熊本市竜田町陳内女瀬平

熊本市黒髪8丁目

熊本市黒髪5丁目白石

雲棺・散布地松崎遺跡

松崎石棺

万石塚坊主古墳

万石遺跡

万石茶山遺跡

万石茶山古墳

株野遺跡

緑ケ丘遺跡

竜田山山頂遺跡

竜田山南中腹遺跡

九州女学院校庭遺跡

黒髪町遺跡

小峰遺跡

小峰墓地

泰勝寺跡

細川家墓地

泰勝寺墓地古塔碑

泰勝寺内六地蔵石瞳

宇留毛浦山火葬墓地

宇留毛浦山横穴群

宇留毛浦山2横穴群

長薫寺古墳

長薫寺横穴群

宇留毛神社内古墳

小碩橋際横穴群

つつじが丘横穴群

つつじが丘遺跡

宇留毛浦山市営墓地遺跡

カブト山遺跡

狐穴古墳

女瀬平横穴群

竜田山南麓上古墳

白石古墳

別
朋
鴎
別
妬
茄
訂
朋
羽
帥
銘
弱
邪
訂
胡
弱
仙
姐
蛇
鳴
“
妬
妬
岬
侶
紛
別
別
馳
記
別
弱
印

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

箱式石棺

古墳（円）

散布地

散布地

古墳

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

蜜棺

散布地

墓地

寺院跡

墓地

塔碑

塔

火葬墓

横穴

横穴

古墳（円）

横穴

古墳（円）

横穴

横穴

散布地

散布地

散布地

古墳

横穴

古墳

古墳
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宇留毛神社裏古墳

宇留毛城床古墳

竜田口A遺跡

竜田口B遺跡

新南部三ツ石遺跡

新南部A遺跡

宇留毛鶴畑A遺跡

宇留毛鶴畑B遺跡

宇留毛A遺跡

宇留毛上屋敷遺跡

桜山中学校遺跡

石神原遺跡

遠矢塚遺跡

放牛の墓

渡鹿北原遺跡

渡鹿貝塚

辻遺跡

北久根山遺跡

小関小松山遺跡

小関原遺跡

杉の木遺跡

大江青葉遺跡

大江遺跡

新屋敷町遺跡

九品寺北原遺跡

大江東原遺跡

熊本高校敷地遺跡

熊高通遺跡

北水前寺町遺跡

南平上墓地

大江新町遺跡

保田窪遺跡

帯山遺跡

８
９
１
２
３
４
７
８
９
０
２
４
５
６
１
２
４
５
６
７
０
１
２
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

５
５
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
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１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

跡
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
跡
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地

墳
墳
墳
墳
落
布
布
布
布
布
布
布
地
墓
棺
塚
布
布
棺
布
布
落
布
布
布
布
布
布
布
地
布
布
布

古
古
古
古
集
散
散
散
散
散
散
散
墓
墳
雲
貝
散
散
蜜
散
散
集
散
散
散
散
散
散
散
墓
散
散
散

熊本市黒髪6丁目城床

熊本市黒髪8丁目城床

熊本市竜田町陳内女瀬

熊本市黒髪7丁目女瀬平

熊本市新南部町三ツ石

熊本市新南部町小碩

熊本市黒髪6丁目鶴畑

熊本市黒髪6丁目鶴畑・道尻

熊本市黒髪6丁目上屋敷

熊本市黒髪7丁目上屋敷

熊本市黒髪5丁目

熊本市島崎町島崎石神原

熊本市島崎町宮内高島

熊本市横手町千原台

熊本市大江町渡鹿北原

熊本市大江町渡鹿北原

熊本市大江町渡鹿辻

熊本市大江町渡鹿北久根山

熊本市大江町渡鹿小関原

熊本市大江町渡鹿小関原

熊本市大江町渡鹿託麻原

熊本市大江2丁目

熊本市大江3丁目

熊本市新屋敷1丁目

熊本市九品寺4丁目北原

熊本市大江6丁目

熊本市新大江1丁目

熊本市白川3丁目

熊本市水前寺3丁目

熊本市大江町本南平上

熊本市新大江1丁目

熊本市保田窪本町蛇平

熊本市保田窪本町下山
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熊本市松尾町上松尾西竹洞

熊本市松尾町上松尾西竹洞

熊本市松尾町

熊本市小島下町下松尾権現平

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾北菖蒲谷

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾高城山

熊本市小島下町下松尾千金甲・北菖蒲谷

熊本市小島下町下松尾折地

熊本市小島下町下松尾折地

熊本市小島下町下松尾折地

貝塚

箱式石棺

貝塚

古墳

散布地

墳墓

古墳

古墳（円）

古墳

古墳

古墳

古墳（円）

古墳（円）

古墳（円）

古墳（円）

古墳

箱式石棺

箱式石棺

箱式石棺

箱式石棺

箱式石棺

箱式石棺

箱式石棺

箱式石棺

箱式石棺

箱式石棺

箱式石棺

箱式石棺

箱式石棺

貝塚

古墳

古墳（円）

古墳

西竹洞貝塚

西竹洞石棺
（西竹洞古墳）

４
５
８
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
９
０
１

５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

塚

墳
貝

墳
墓
古
墳
墳
墳
墳
墳
墳
墳
墳
墳
棺
棺
棺
棺
棺
棺
棺
棺
棺
棺
棺
棺
棺
谷
墳
墳
墳

塚
号
跡
の
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
蒲
号
号
号

貝
２
遺
官
丙
２
３
４
５
６
７
８
９
、
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
菖
１
２
３

尾
平
山
判
甲
山
山
山
山
山
山
山
山
山
１
２
３
４
５
６
７
８
９
刑
、
岨
岨
甲
山
山
山

松
現
城
城
金
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
城
金
崎
崎
崎

中
権
高
高
千
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
千
楢
楢
楢
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楢崎山4号墳

楢崎山5号墳

楢崎山6号墳

楢崎山7号墳

楢崎山8号墳

楢崎山9号墳

楢崎山10号墳

楢崎山1号石棺

楢崎山2号石棺

楢崎山3号石棺

宮山古墳

皆代古墳群

二本松遺跡

二本松1号墳

二本松2号墳

二本松3号墳

高橋烏帽子山遺跡

小松山1号墳

二軒小屋古墳

池上十三塚

上高橋堂の園

上高橋堂の園古墳

たかぽう古墳

浦田坂遺跡

独鈷山中腹遺跡

高橋貝塚

高橋南貝塚

高橋稲荷山古墳群

城山一の塚

城山二の塚

城山三の塚

じゆうしげ山古墳

うまの塚古墳

古墳

古墳（円）

古墳（円）

古墳（円）

古墳（円）

古墳

古墳

箱式石棺

箱式石棺

箱式石棺

古墳

古墳群

散布地

古墳

古墳

古墳

散布地

古墳

古墳

古墳

散布地

古墳

古墳

散布地

散布地

貝塚

貝塚

古墳群･箱式石棺

古墳

古墳

古墳

古墳

古墳

熊本市小島下町下松尾殿面

熊本市小島下町下松尾殿面

熊本市小島下町下松尾殿面

熊本市小島下町下松尾殿面

熊本市小島下町下松尾殿面

熊本市小島下町下松尾殿面

熊本市小島下町下松尾殿面

熊本市小島下町下松尾折地

熊本市小島下町下松尾折地

熊本市小島下町下松尾折地

熊本市上高橋町岩崎

熊本市松尾町上松尾皆代山

熊本市上高森町烏帽子山

熊本市上高橋町烏帽子山

熊本市上高橋町烏帽子山

熊本市上高橋町烏帽子山

熊本市上高橋町烏帽子山

熊本市上高橋町烏帽子山

熊本市池上町池上谷口

熊本市池上町柿の木平

熊本市上高橋町堂の園

熊本市上高橋町堂の園

熊本市上高橋町町裏

熊本市高橋町居屋敷

熊本市城山上代町高野辺田

熊本市上高橋町居屋敷

熊本市高橋町

熊本市城山上代町城山・無田脇

熊本市城山上代町城山

熊本市城山上代町城山

熊本市城山上代町城山

熊本市城山上代町北田

熊本市城山上代町宮の下
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熊本市城山上代町辺田ノ前

熊本市城山下代町宮の前

熊本市城山下代町宮の前

熊本市城山上代町島田

熊本市城山上代町櫛田

熊本市蓮台寺町道城方

飽託郡飽田町孫代保徳寺

飽託郡飽田町上大保

飽田郡飽田町護藤井戸畑

熊本市刈草町居屋敷

熊本市春日1丁目

熊本市春日1丁目

熊本市三本木1丁目，三本木2
丁目，春日1丁目

熊本市九品寺3丁目

熊本市水前寺1丁目

熊本市神水本町，出水2丁目

熊本市神水本町八丁馬場

熊本市画津町下江津中の島

熊本市画津町江津古屋敷

熊本市新生1丁目，水源1丁目

熊本市画津町下江津

熊本市春日2丁目

熊本市世安町池田

熊本市蓮台寺町南新宮

熊本市平田町今牛

熊本市近見町居屋敷・高畑

熊本市御幸西無田町日焼

熊本市田迎町田井の島七夕・横枕

熊本市画津町重富野添

熊本市田迎町良町四文町

熊本市田迎町良町二石

熊本市白藤町倉小路

熊本市白藤町居屋敷

肥州高野山遺跡

下代町遺跡

中代遺跡

中代町遺跡

お徳・徳兵衛古墳

道城方遺跡

保徳寺遺跡

明神社古墳

古護藤遺跡

刈草遺跡

北岡横穴群

北岡古墳

石塘遺跡

建設会館遺跡

西水前寺町遺跡

出水神社遺跡

上江津（大曲）遺跡

江津中の島遺跡

古屋敷遺跡

江津湖東岸遺跡

下江津遺跡

春日町遺跡

世安遺跡

南新宮遺跡

平田町遺跡

近見遺跡

西無田遺跡

田迎下乙遺跡

重富遺跡

四尤町遺跡

良町遺跡

倉小路遺跡

屋敷遺跡

散布地

散布地

散布地

散布地

古墳

散布地

散布地

古墳

散布地

散布地

横穴

古墳

散布地・堤防

０
０
１
２
３
４
５
６
７
８
４
５
１
５
６
１
３
５
６
７
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９
４
５
７
８
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７
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５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４

地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地

布
布
棺
布
布
布
布
布
布
布
布
布
布
布
布
布
布
布
布
布

散
散
蜜
散
散
散
散
散
散
散
散
散
散
散
散
散
散
散
散
散
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跡

跡

遺

遺
跡
跡
跡
町

塚
遺
遺
遺
部
棺

馬
Ａ
坪
田
木
石

崎
崎
の
椎
幸
部

戸
戸
八
中
御
木

馴
ｌ
酬
訓
川
Ⅶ
Ｊ
列
Ｊ
川
ｌ
創

０
０
１
２
３
３

４
４
４
４
４
４

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

箱式石棺

飽田郡飽田町護藤戸崎

飽田郡飽田町護藤戸崎

飽田郡飽田町護藤八の坪

熊本市八幡町中椎田屋敷

熊本市御幸木部町下屋敷

熊本市御幸木部町上屋敷

〔11〕

散布地

散布地

古墳

散布地

散布地

察棺

蜜棺

散布地

古墳群

箱式石棺

散布地

散布地

散布地

散布地

集落跡

箱式石棺

蜜棺

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

熊本市竜田町陳内上の園

熊本市竜田町陳内上の園

熊本市竜田町陳内上の園

熊本市竜田町陳内宮の前

熊本市竜田町陳内戸の上

熊本市下南部町前畑・北請・前畑

熊本市竜田町上立田中牧鶴

熊本市竜田町上立田宮脇

熊本市竜田町上立田中牧鶴・牧鶴

熊本市竜田町上立田牧鶴

熊本市上南部町王田

熊本市竜田町上立田芭蕉鶴

熊本市長嶺町神園神西原

熊本市小山町中山下井川坂の前

熊本市小山町中山叶丸

熊本市小山町中山叶丸

熊本市小山町中山叶丸

熊本市小山町中山上の山

熊本市小山町中山御船塚

熊本市新南部町上西原

熊本市新南部町西原

熊本市新南部町西原

熊本市保田窪本町

熊本市長嶺町乾原

熊本市長嶺町迎八反田居屋敷

熊本市長嶺町八反田・合歓の平
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熊本市長嶺町八反田・合歓の平殿ノ山古墳

長嶺遺跡
(長嶺託麻村役場遺跡）
長嶺南共有墓地

長嶺南遺跡

二岡中学校々庭遺跡

戸島北向遺跡

戸島東遺跡

葉山A遺跡

葉山B遺跡

日向遺跡

三郎塚古墳

健軍新外遺跡

遠見塚遺跡

中原道明遺跡

上陳遺跡

化粧塚古墳

北東・東原遺跡
（北向・東原遺跡）

小東遺跡

べつじ遺跡

玉の迫遺跡

まち遺跡

恵良遺跡

山の神遺跡

あかどう石棺群
（あかどう古墳群）

下布田石棺群
（下布田古墳群）

仲鶴の石棺
（仲鶴古墳）

下小森遺跡

将軍塚遺跡

将軍塚古墳

下高下遺跡

千人塚遺跡

出の口遺跡

袴野遺跡

古墳

散布地

墓地

雲棺

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

古墳

散布地

散布地

散布地

古墳・散布地

８
１
２
３
５
６
７
２
３
５
６
７
８
９
０
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

３
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８

熊本市長嶺町馬場居屋敷

熊本市長嶺町馬場居屋敷

熊本市長嶺町南居屋敷

熊本市戸島町北向小坂

熊本市戸島町北向小坂

熊本市戸島町日向

熊本市戸島町北向

熊本市戸島町葉山

熊本市戸島町日向

熊本市健軍町三郎塚

熊本市健軍町小峰・新外

上益城郡益城町木山遠見塚

熊本市小山町中原

上益城郡益城町上陳辻

阿蘇郡西原村布田化粧塚

阿蘇郡西原村布田化粧塚

阿蘇郡西原村小森小東

阿蘇郡西原村小森西原

阿蘇郡西原村布田玉の迫

阿蘇郡西原村布田下玉田

阿蘇郡西原村布田南道角

熊本市西原村布田小鶴

阿蘇郡西原村布田北平

阿蘇郡西原村布田古閑

阿蘇郡西原村小森仲鶴

阿蘇郡西原村小森葉山

阿蘇郡西原村宮山下高下

阿蘇郡西原村宮山下高下

阿蘇郡西原村宮山下高下

阿蘇郡西原村宮山下高下

阿蘇郡西原村宮山出の口霊

阿蘇郡西原村小森袴ノ雷

古墳

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

箱式石棺

石棺

箱式石棺

散布地

散布地

古墳（円）

散布地

散布地

散布地

散布地
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滝石棺群

滝向石棺群

日向・上ノ原遺跡

多々良上遺跡

多々良遺跡

ぬいや遺跡

宮山本村遺跡

宮山神社の前遺跡

宮山神社境内石棺群

宮山神社東側遺跡

宮山神社西側遺跡

宮山神社裏手遺跡

ならぎ遺跡

牟田遺跡

広瀬遺跡

鬼太郎遺跡

なこやしき遺跡

にれやま石棺群

奈良山遺跡

谷頭遺跡

藤水遺跡

浜ノ谷入口遺跡

冠岳一の峯南方の谷遺跡

冠岳頂上遺跡

冠岳山道遺跡

烏井原遺跡

健軍町北原遺跡

健軍神社遺跡

上の原遺跡

広木遺跡

佐土原遺跡

沼山津貝塚

沼山津遺跡
』

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
４
５
６
８
９
０
１
２
４
５
９
１
３
６

８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

石棺

石棺

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

箱式石棺

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

箱式石棺

散布地

集落跡

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

集藤跡

集落跡

集落跡

集落跡

方形周構墓

散布地

貝塚

散布地

阿蘇郡西原村河原滝

阿蘇郡西原村河原滝向

阿蘇郡西原村宮山日向・上ノ

阿蘇郡西原村宮山多々良上

阿蘇郡西原町宮山多々良

阿蘇郡西原町宮山鬼山

阿蘇郡西原町宮山西原

阿蘇郡西原町宮山西原

阿蘇郡西原町宮山西原

阿蘇郡西原町宮山西原

阿蘇郡西原町宮山西原

阿蘇郡西原町宮山西原

阿蘇郡西原町宮山西原

阿蘇郡西原町宮山広瀬

阿蘇郡西原町宮山広瀬

阿蘇郡西原町宮山鬼山

阿蘇郡西原町宮山宮山

阿蘇郡西原町宮山奈良山

阿蘇郡西原町宮山奈良山

阿蘇郡西原町河原谷頭

阿蘇郡西原町河原藤水

阿蘇郡西原町河原大野

阿蘇郡西原村宮山医王寺向

阿蘇郡西原村宮山医王寺向

阿蘇郡西原村宮山医王寺向

熊本市健軍町烏井原

熊本市健軍町北原

熊本市健軍町宮の下

熊本市健軍町上の原

熊本市水源1丁目泉が丘

熊本市健軍町佐土原

熊本市秋津町沼山津貝塚

熊本市秋津町沼山津貝塚
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、

跡遺

墳
墳

跡

墓
木

号
号
跡
棺
墳
跡
墳
遺

楠
墳
跡
本
跡
跡
墳
捌
鋤
跡
噸
跡
鋪
跡
跡
墳
１
２
遺
石
跡
古
遺
古
閑
跡
墳

小
古
遺
六
遺
遺
古
製
Ａ
遺
横
遺
窟
遺
遺
古
塚
塚
塚
木
遣
塚
塚
塚
古
遺
古

井
富
富
崎
閑
領
塚
水
園
田
原
井
の
塚
原
原
官
官
官
ノ
迫
前
子
子
ノ
平
田

横
福
福
広
古
惣
狐
馬
宮
平
福
赤
鬼
石
剣
剣
上
上
上
塔
小
御
二
二
下
塔
飯

訂
朋
羽
帥
別
塊
銘
別
嶋
妬
岬
紛
帥
的
刈
汀
乃
測
乃
乃
万
沼
刃
別
別
駆
師

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

墳墓

古墳

散布地

散布地

散布地

散布地・謹棺

古墳

製鉄跡

散布地・雲棺

散布地・雲棺

横穴

散布地

古墳

雲棺

雲棺

古墳

古墳（円）

古墳（円）

雲棺

箱式石棺

散布地

古墳

散布地

古墳

散布地

散布地

古墳

熊本市秋津町沼山津貝塚

上益城郡益城町広崎打出宅地

上益城郡益城町広崎内牟田・古閑石井

上益城郡益城町広崎六本木

上益城郡益城町古閑宅地

上益城郡益城町惣領高木

上益城郡益城町馬水駿河原

上益城郡益城町馬水駿河原

上益城郡益城町木山遠見塚
宮園三の迫．この迫

上益城郡益城町平田境

上益城郡益城町福原西烏山

上益城郡益城町赤井登町

上益城郡益城町福原南市の川

上益城郡嘉島町北甘木石塚・笈の瀬剣原

上益城郡嘉島町北甘木剣原

上益城郡嘉島町北甘木剣原

上益城郡嘉島町井寺上官塚

上益城郡嘉島町井寺上官塚

上益城郡嘉島町井寺上官塚

上益城郡嘉島町北甘木塔ノ木・豆板

上益城郡嘉島町井寺小迫

上益城郡嘉島町北甘木塔ノ木

上益城郡嘉島町北甘木二子塚

上益城郡嘉島町北甘木二子塚

上益城郡嘉島町北甘木下ノ古閑

上益城郡益城町小池塔平

上益城郡益城町砥川飯田常楽寺

〔12〕

阿蘇郡久木野村河陰西鶴

阿蘇郡久木野村河陰猶須原

阿蘇郡久木野村久石平原

阿蘇郡白水村吉田南鶴

阿蘇郡白水村吉田城後

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地穂
－42－



墓

墓

墓

墓
の

跡

遺
墓
墓
倫
跡
墓
子
墳
墳
墳
墳
刊
綱
噸

の

の

地
の
の
元
遺
跡
の
跡
父
号
号
号
号
父
介
守

源
菊
墳
姫
沢
棺
石
遺
蔵
遺
人
１
２
３
４
殿
津
跡
予

水
白
古
相
古
石
小
石
大
神
上
園
園
園
園
主
摂
遺
伊

川
女
塚
塚
塚
林
の
子
留
の
誓
の
の
の
の
村
水
山
森

白
孝
長
柏
柏
陣
六
二
津
年
了
上
上
上
上
山
深
内
高

別
躯
別
妬
茄
訂
羽
釦
別
剥
訂
㈹
虹
岨
鳴
“
妬
妬
組

地
地
地
地
地

布
墓
墳
墓
墓
棺
布
布
墓
布
墓
墳
墳
墳
墳
墓
墓
布
墓

散
墳
古
墳
墳
石
散
散
墳
散
墳
古
古
古
古
墳
墳
散
墳

阿蘇郡白水村白川出口

阿蘇郡白水村白川女辻

阿蘇郡高森町色見下中山

阿蘇郡高森町高森市下

阿蘇郡高森町高森市下

阿蘇郡久木野河陰陣林

阿蘇郡久木野河陰六の小石

阿蘇郡久木野河陰上二子石

阿蘇郡高森町高森大鶴

阿蘇郡高森町高森小鶴

阿蘇郡高森町高森町中

阿蘇郡高森町高森上の園

阿蘇郡高森町高森上の園

阿蘇郡高森町高森上の園

阿蘇郡高森町高森上の園

阿蘇郡高森町高森本町

阿蘇郡高森町高森須坂

阿蘇郡高森町高森城山下

阿蘇郡高森町高森須坂
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第3表熊本県出土弥生時代銅器出土地名表

本表は九州歴史資料館刊の『青銅の武器』の付・日本青銅器武器出土地名表と隈昭志「熊本

県の弥生時代鑑鏡」から引用した。

〔1〕熊本県銅剣・銅尤・銅鉾・巴型同器・銅製品出土地

－

番号 出 土地名 品名 数 型式 所蔵者
－

－44－

－

■■■■■■■■■



遺構

工事中表面

採取

田中より発掘

〃

雲棺

筈鞭|柵

耕作中出土

〃

瞳開僻に|霞諒
水田の地下げ

工事中に掘り

出す。特に施

設なし

備

身の中央部のみ

田添夏喜「年の神弥生遺跡」『熊本史学』39

破片

長山源雄「肥後国玉名郡発見の銅鉾」『考古

学』1－1七田忠昭「文様ある銅矛につい

て」『九州考古学』52

〃

考

1971

袋部・節部・鉦葉部

・樋に特異な文様を

施す。

高倉洋彰「弥生時代副葬遺物の性格」『九州歴史資料館研究論

集』2〃隈昭志「熊襲と隼人の文化」『光は西から』橋口達也

編『スダレ遺跡』雲棺は「中期もややさがる」ないし「黒髪式」

とされている一方で橋口は時期を「中期前葉」とする

「熊本県下に於ける銅剣銅鉾の調査」『熊本県史蹟名勝天然記念

物調査報告』第2冊近藤「狭鋒銅矛d」岡崎「中細銅矛B」

「熊本県下に於ける銅剣銅鉾の調査」『熊本

県史蹟名勝天然記念物調査報告』第2冊

長さ1尺1寸7分幅2寸5分

長さ1尺1寸4分幅2寸

〃

内の片面に烏か虫の

異形化したような絵

あり。

内の両面に文様あり

近藤「広鋒銅矛A」

長さ2尺8寸3分

幅4寸

同上

天保12年発見

『埋蔵文化財要覧』31（

昭和30年12月12日発見

1962坂本経尭「熊本県内の銅鉾銅父」

－45－



9

10

11

12

13

14

15

16

17

菊池郡旭志村川辺上西原1945

飽託郡北部町和泉川東

八鉾神社

飽託郡北部町鶴羽田

鹿本郡植木町今古閑459

鹿本郡鹿本町御字田

鹿本郡鹿本町庄太郎丸

鹿本郡鹿本町大字下原字天神字

天神免

同上

熊本市藤崎宮蔵品

出土地不詳

矛

父

父

矛

矛

矛

’

剣

矛

－46－

1

1

1

4

1

1

1

1

1

平広（溌晋伽

■■淵H

羽淵出b

受'/6．

逢晋伽

掴lⅡ儲Z司丁4

坂本博男

八鉾神社→北部町

教委

京都国立博物館

〃

〃

〃

鹿本高校

星子清→鹿本高校

熊本県教育委員会

〃

藤崎宮



桑畑に堆肥を

埋める濠を掘

っているとき

出土

箱式石棺

地下げ工事中

出土

竪穴住居祉内

に築かれた高

床

深さ二尺にし

て発見

水田地下げの

際発見

27号土壌墓の

ほぼ中央部

削平された土

の中

弥生土

器片

磨製石

付近か

ら弥生

式土器

の類発

見

『考古学集刊』2－4地名表坂本経尭「熊本県内の銅鉾銅父」

昭和39年12月16日発見

乙益重隆「広形銅父を副葬した箱式石棺の一例」

最初から鋒部のみが副葬されていたらしい。

『北部町史』

『上代文化』35

坂本経尭「熊本県内の銅鉾銅父」

の保有になった埋蔵文化財』

「特別陳列目録」1965（東博）

長54.0,55.7,60.0,67.7cm

昭和32年12月17日発見

『新たに国 近藤「狭鋒銅矛d」

〃

〃

〃

－

文献によると竪穴住

居祉内の高床上に4

本並べてあったとい

う。高床の外側を破

って黒髪式の小児雲

棺が埋葬されている。

鉾」『考古学雑誌』川村真一「熊本県鹿本郡来民町御字田発掘の銅鉾」『考古学雑誌』

25－1ノ坂本経尭「熊本県内の銅鉾銅尤」長さ2尺7寸3分幅3寸

「熊本県下に於ける銅剣銅鉾の調査」『熊本

県史蹟名勝天然記念物調査報告』2／川村真

一『考古学雑誌』25－1

前期の木棺墓の可能性大小片なので器種不明

「熊本県下に於ける銅剣銅鉾の調査」『熊本

県史蹟名勝天然記念物調査報告』2

－47－

地下約60cmの所で周

囲に何らの施設もな

し。

細川侯の寄進といい

阿蘇出土の疑あり。



出土地不詳 父 1 〃

(1尺2寸2分）

〃

幅2寸4分

球磨郡多良木町大久保ヤリカケ

松

18 剣 細形1B

全長21.5cm

幅2.8cm

1.中広

長2尺6寸

幅1寸9分

1 亀居正喜

熊本市立熊本博物

館保管

烏子三宮神社阿蘇郡西原村上烏子烏子三宮神

社蔵品出土地不詳

19 矛 2

2．〃 〃

長さ2尺4寸5分

幅2寸3分

中細aかb

長さ1尺

1.中広

2．〃

3．〃

4．〃

中広

長さ2尺6寸5分

（幅2寸2分）

3寸1分

中細aかb

長さ9寸4分

幅1寸2分

阿蘇郡阿蘇町乙姫鏡山20 父 笹原助→早稲田大

文学部か

下城神社

〃

〃

〃

両神社

1

阿蘇郡小国町下城神社蔵品

出土地不詳

21 父 4

阿蘇郡小国町宮原両神社蔵品22 矛 1

阿蘇郡南小国町市原天満宮神

社蔵品出土地不詳

父23 天満宮神社1

その他

山鹿市方保田24 巴型 7脚

径11.9cm

8脚径12.3cm

山鹿市立博物館1

巴型
銅器

不明

貨泉

下益城郡城南町

宇土市

菊池市

５
６
７

２
２
２

1

径2.30cm1

－48－



箱式石棺と推

定される

地下4尺の所

なし

弥生式

土器

「熊本県下における銅剣銅鉾の調査」『熊本

県史跡名勝天然記念物調査報告2』

乙益重隆『肥後上代文化史』1954

｢熊本県下に於ける銅剣銅鉾の調査」

『熊本県史蹟名勝天然記念物調査報告』2

〃

同 上

同上長さ1尺2寸6分鋒2寸2分

長さ1尺2寸6分鋒2寸

長さ1尺3寸文様アリ

長さ1尺2寸鋒1寸8分

「熊本県下に於ける銅剣銅鉾の調査」

『熊本県史蹟名勝天然記念物調査報告』2

同 上

耕作中

－49－

阿蘇出土の疑あり

三折

近藤「中鋒銅矛A」

出土地不詳。だが恐

らくは神社の附近ら

しい。

近藤「中鋒銅矛B」

出土地不詳

〃

〃

〃

近藤「中鋒銅矛B」

鋒欠

出土地不詳

M、19発見

出土地不詳



〔2〕弥生時代の鏡出土地一覧表

〔参考文献〕

(1)乙益重隆「戸坂町北原出土の内行花文鏡」『熊本市西山地区文化財調査報告書』熊本市

教育委員会1968

(2)隈昭志原始・古代『植木町史』植木町教育委員会1981

(3)隈、杉村彰一「方保田調査概報」チブサン13県立鹿本高校考古学部1968

(4)高木正文光沢徳行「熊本県石原亀甲遺跡の小形防製鏡」『九州考古学』54，1979

(5)西弥護免遺跡調査団「西弥護免遺跡調査概報」1980

(6)瀬丸敬二「西弥護免遺跡発掘調査概要」どつぱあ3－11株式会社ドツパー1981

(7)富田紘一「徳王出土の鏡」『北部町史』北部町1979

(8)緒方勉「諏訪遺跡発掘調査概報」九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査団1971

(9)緒方勉「諏訪原遺跡出土遺物」『熊本史学』37，1970

(10佐藤伸二菊池郡合志町木瀬遺跡肥後考古学会第134回例会1968（発表要旨）

－50－

遺跡名 所在地 鏡式 遺構

１
２
３
４
５
６
７
８
９
皿
、

一

戸 坂

古閑原

方保田白石I

同Ⅱ

石原亀甲I

同Ⅱ

西弥護免

徳王

諏訪原

木瀬

大道小学校付近

熊本市戸坂町西原北原

菊池郡沼水町吉富古閑原

山鹿市方保田白石

同

熊本市石原町亀甲

同

菊池郡大津町大津西弥護免

飽託郡北部町徳王鶴畑

玉名郡菊水町江田諏訪原

菊池郡合志町上の庄木瀬

山鹿市保田本村（付近）

内行花文鏡

内行花文鏡

内行花文鏡
(十稜）

内行再耀?）
内行花文鏡

内行花文鏡
（六稜）

内行花文鏡
（九稜）

八乳文鏡

S字文鏡

方格規矩文鏡

不明

住居吐内？

箱式石棺

箱式石棺？

墓地？

墓地？

集落の溝上
（墓地？）

住居祉内？

住居祉内

住居祉内

不明



面径（c､）

(15.0）

(14.6）

9．2

7．5

(7.5）

8．6

7.7～7．9

(9.0）

4．9

－51－

保 管 出土年 参考文献 備 考

熊本市西山俊一

植木町古財国春

鹿本高校

不明

県教育委員会

県教育委員会

阿蘇実験考古学研究所

熊本市上野辰男

県教育委員会

熊本大学

山鹿市立博物館

1970

1965

1965

1976

1976

1979

1960

1965

1968

１
１
１
１
１
１

１
２
３
３
４
４

１
１
１
１
１
１
(5)(6)

(7)

(8)(9)

(10

舶載、鏡片研磨

舶載、鏡片研磨、穿孔

ｲ方製

｛方製

佑製

佑製

佑製

ｲ方製

ｲ方製、鏡片研磨

坊製

舶載



これらの遺跡群には旧石器時代の石器を出土する大観峯遺跡（8－52）や縄文時代早期の押

形文を出土するカブト山遺跡（10-152）などがある。梅ノ木遺跡から出土した弥生式時代の

雲棺墓群は竹ノ後遺跡や白藤遺跡など沖積平野にまで伸びている。また、梅ノ木遺跡から白川

上流6.弘mのところから出土した銅鉾などもこの白川水系を境にして南に伸びていかない。最

近城南町から巴型銅器〔第4図〕が、用途不用の小銅片ではあるが宇土城三の丸に所在する弥生

前期の溝から出土している。又人吉盆地からは小銅剣が出土しているがこれだけが分布圏をは

るかにこえている｡銅鉾、銅父の鋳型が筑後川付近を境界に南漸していないようで、この白川

水系を境に弥生時代銅器の出土はほとんど見られなくなる。

次に示す銅父や銅鉾はすでに古く熊本県史蹟名勝天然記念物調査報告第2揖に紹介されてい

るものであるが詳細図を示したいと考える。

松山遺跡出土父〔第6図参照〕

大津町大松山出土である。現在の所有者は新開厳氏で母方の父が京大報告にある坂本幸四郎

氏になる。小さな塚から掘り出したとのことで、当時好事家がおり、「じだ（土地）3段と替

えてくれ｡｣と言われたが替えなかったとのことである。大津町より木製の保存箱が贈られ大切

に保管されている。全国遺跡地図にはこれも銅鐸出土地と誤記されている。

父は2本あって、内に文様があることは古くから注意されている。今回観察の機会を得たの

で紹介しておきたい。

1はJ型の鈎状文様が片面に1個、他は背中合せに2個ついている。文様は細線の浮出し文

である。福岡市西区早良町西入部白塔の人面文様の目・口が省略され抽象化されたのではない

かと考える。全長37.6cm、幅5.86cmである。穴と内の一部は使用されたものか紐ずれみたいな

光沢がある。

他の1つは「茎の一面に鳥か虫の異形化せるものと党しき図像を浮彫せるは」と紹介されて

いるものである。全長37.8cm､幅7.54cmである。

祝屋敷遺跡（真木遺跡）出土父〔第5図参照〕

大津町真木西津留より出土したもので、国の保有となり京都博物館に保管されている。拓本

は坂本経尭氏が拓をとり川上勇輝氏に贈られたものである。いずれも故人となられた。全国遺

跡地図ではこれも銅鐸出土地・散布地となっているが銅鐸は銅父の誤記である。

外園遺跡（貨泉出土地7-112）〔第7図参照〕

貨泉については紹介されているが、採集当時のようすがよくわからないので供伴資料として

は少し不安ではあるが一括資料として提示を試みる。資料は故川上勇輝氏の採集になるもので

土器資料には朱で「長外」の記入がある。又、生前筆者が宿泊させていただいた時にもこれら
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の資料は拝見させていただいた記憶がある。「菊池市博覧会」の記録写真が保存されており、

それによると一括資料として図示した遺物の外にもう一点石包丁が写っている。今回の調査で

は確認できなかった。貨泉については昭和45年6月21日佐藤伸二氏が実測に行かれた時に同行

し、写したものである。又、貨泉の法量は佐藤氏の測られたものである。故川上勇輝氏の資料

は現在御子息が大切に保存せられておる。

資料1砥石。魚色の粘板岩で各々の面が平になっているので砥石に使用されたものであろ

う。全長24.4cm断面台形厚さ3.5cm

資料2石刀である。全長23.8cm，厚さ3.8cm･かつおぶし形で、断面を見ると一方が丸く、

他方はゆるやかな刃部を作りだす。これも手ずれによるようなつやがある。完形品であるが鍬

の刃による新しい傷跡が見られる。石質不明。河浦町史に弥生式土器共伴の石刀が図示されて

いる。

資料3石包丁長さ9.9cm，2穴の穿孔。粘板岩黒色、厚さ0.65cm

資料4弥生式土器壷の一部。やや厚手であるが頚部に一条の突帯がある。口唇は外反し、

貼付円文が剥落したのか器壁のあれが1ケ所みられる。ハケ調整痕口径20.2cm，くびれ部径

13.0cm・

資料5弥生式土器の底部。内部と底内面に砂の付着が見られる。上。下とも欠失。

資料6土器底部で八の字に開く。外面はハケ目、底側内面はハケ目、砂が表面に認められ

る。これは緒方勉氏が「黒髪式土器雑考」に記された砂粒を使用した手法と同じものと考えら

れる。

資料7ルツボ型土器とされているが土器にはルツボとして使用された痕跡はない。完形品

で外側はハケ目調整。器高9.3cm、口径7.5cm、底径4.0cmである。この器種は、重弧文（免田

式）式土器の一群に把手のあるジョッキ型土器や把手なしのコップ状製品につながるものであ

ろうか。

資料7貨泉は径2.30cm，長崎県対島シゲノダンの貨泉が2.3cmである。新聞報道によると

福岡県の御床松原では貨泉と人字半両銭が出土している。

下町遺跡出土銅鉾〔第9図参照〕

全国遺跡地図には銅鐸出土地と誤記されているが、銅鉾出土地である。広形銅鉾で全長

cm、幅12.95cm･袋部端は全く手を加えず耳部は欠失している。背上にわずかに鏑のとぎだしが

見られ、鋒部の錦は突線化されている。袋部には真土がつまり、折損しているところ基部より

20.4cm、湯のまわりが悪く基部より31．7～34.2cmのところに虫喰い様の穴があるが、そこまで

真土がつまっている。耳部の欠失は京都帝国大学文学部考古学研究報告第7冊(大正15年9月）

にも見られるが、折損はその後であろうか。又、同報告には発見地と出典の欄が前出の銅父と

－57－
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混乱しているので訂正をしておきたい。

発見地（所在地） 個数 型式 伴出遺物 出典

肥後菊池郡

同同大津町字下松山 2 剣35,剣32 単独出土 坂本幸四郎君蔵

同同陣内村下町 1 鉾20 同上 同地久保田日吉神社蔵

保存については下記のような保存規約にしたがって、現在の区長さん大田黒春雄さんが保管

されている。

窪田日吉神社銅鉾管理保存規約

1．趣旨

第1条この窪田日吉神社の銅鉾管理保存に関しては別段の定めのある場合のほかこの規約

による。

‐-…----..-.-…---…－－－－－…------------.（中略）‐-.--……------.----------.------.-----…----－

第3条この銅鉾は代々 下町区長管理保存するものとする。

‐･--一･･一一･･---------------.----.-------.-‐（後略）‐一・---...----..--.--------．-----------一---‐

窪田日吉神社の管理人は7人おり、氏子は7部落483戸ある。

なお､出土地は鹿本郡鹿本町庄と地形が似かよっている。川の氾濫原に近い水田地帯である。

庄の場合は付近に支石墓と雲棺が発見されている。この付近は最近の圃場整備で雲棺に使用で

きる大形雲が出土している。窪田日吉神社の例祭は9月19日に行われる。

以上、梅の木遺跡が所在する白川水系を中心に遺跡のあり方や梅ノ木に住居杜が作られた弥
註1

生時代の青銅器についてもふれてみた。菊陽町町内の文化財については『菊陽の文化財第1
註2

集』や『菊陽町及び周辺の史跡・名勝・伝説（民話）』がすでに刊行されているので参照され

たい。

註l菊陽町教育委員会1982

註2佐藤芳男編著1980
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第4章遺構と遺物

第1節調査地の土層

梅ノ木遺跡は白川の形成した自然提防状の微高地に位置している。遺跡の北方の県道沿いに

は東西方向の幅30～50mの低地がみられ、圃場整備前は小河川力硫れていたが（第3図)、圃

場整備の工事中の観察によると地表下マイナス3mぐらいに白川と同様の人頭大以上の円喋が

埋積しており、以前に相当量の水流があったことがうかがえる。調査中の洪水の流れもこの低

地帯に向って流れている。以上のことから推すと、遺跡地付近はこの地の開発が進む以前は白

川の中州状の地形でなかったかと考えられる。

ご･･･－．－－．．－．－－.IC･－－.‐･･－－．－．－－．－．－．．．－．‐－．．．－－．－．．－一一一一・
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ａ
０
Ｄ
Ｃ
ａ

ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ⅲ

旧水田土

6.28大水害時の砂層

現水田土

暗褐色土層

黄褐色砂質土層

層
層
層
層
層

０
，
Ｃ
ａ
９
Ｄ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ｖ

にぶい黄褐色粘土塊を少し含む褐色砂質土層

にぷい黄褐色粘土塊を多く含む褐色砂質土層

暗褐色粘質土層

Ⅳa層よりやや砂質の暗褐色粘質土層

黄褐色砂の小塊を少し含む暗褐色砂質土層

第12図梅ノ木遺跡の±層断面模式図
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遺跡の士層は、基本的には第12図の示した堆積をしている。Ⅱ層は現在の白川の提防の北側

と遺跡の位置する微高地との間にある幅50mの低地に推積した土層である。砂粒を多く含んだ

暗褐色土層で、比較的新しい時代に白川の河道沿いに推積したものとみられる｡Ib層は昭和28

年の6月26日の白川大水害の名残りとみられる灰色砂層である。この水害では遺跡付近で1.5

mほどの砂の堆積をもたらしており、この土砂の排除のために､遺構確認面で検出された縦横に走

る溝が掘られ、砂流しに使用されている｡Ia層はこの6.26大水害の以前の水田土であり、IC層

はこの大水害後から現在に至る水田土である。

Ⅲ層以下は白川運搬作用によって遺跡付近の微高地を形成した土層である。Ⅲ層は褐色～黄

褐色を呈する砂質土層で、遺構はこの土層の上面において確認されている。これと同様の土層

は白川下流5mに位置する下南部遺跡で弥生時代住居跡が堀り込まれているⅥ層の黄褐色土層

と同じものではないかとみられる。Ⅲ層の上部にはすぐ現在の水田床士がのっており、この層

自体がかなり削平されているものとみられる。このⅢ層以下の土層中からは遺物は出土してい

ない。
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第2節遺構各説

試掘調査の所見に基づいて、約6,000㎡について水田耕作土を除去した。検出された遺構は

弥生時代の堅穴住居跡27棟・支石墓2基・護棺墓4基・土壌1基があり、奈良時代後半から平

安時代初頭にかけての竪穴住居跡5棟がある（第13図)。この他、調査区の東部にある「塚坊

主｣と呼ばれていた塚は､調査の結果、明治以降の地下げに際して出土した多数の雲棺や土器類

を集めて埋戻し、供養していたものであった。なお、調査終了後の圃場整備工事の際に7個体

分の謹棺が調査区より北方約50mの付近（試堀トレンチの周辺）から採集されている。調査区

東部の雲棺墓群のように、雲棺墓群を形成していたものであろう。

1．弥生時代の竪穴住居跡

弥生時代の竪穴住居跡は合計で27棟が検出された。調査区の西半部中央に集中する傾向があ

り、西方調査区外になお住居跡が存在する可能性がある。住居跡が本来的に掘り込まれた土は

かなりの削平をうけているらしく、床面だけが検出されたものや、わずかに壁を残しているも

のがかなりある。反面、これらと隣接していながら50cm以上の壁を残している住居跡も存在し

ている。住居跡は、前述した微高地の中央部付近の最も高所となっていた地点に営まれたもの

とみられる。

1号住居跡（第14図上）

東辺3.5m、西辺3.0m，南斗拠3.3mの台形に近い方形の住居跡である。深さは20cmを測る。

床面は平坦で、焼土や炭化物は検出されていない。北西隅に貯蔵穴かとみられる深さ75cm、最

大直径65cmの不整円形の土壌がある◎床面には合計9個のピットがあるが、p､2とp､11が主柱

となるのではないかとみられる。遺物の出土は極めて少ない。

2号住居跡（第5図上）

4．6号住居跡に後出する一辺4.5m前後の方形の住居跡である。プランは床の硬化面の広

がりによって推定したもので、北辺で確認された壁高は36cmを測る。床面は平坦で、炭化物が

南西隅において検出されている。床面には4個のピットがあるが、柱穴については不明である

る。遺物の出土は極めて少ない。

3号住居跡（第15図下）

長辺4.3,,短辺3.8mの隅丸方形の住居跡で、深さは中央で42cmを測り、床の東辺と南辺で

は10cmほどの段をもった凹みがめぐる。東辺中央とp､5からは炭化物が検出されている。北東

隅には長径67cm、短径58cmの楕円形を呈する深さ55cmの貯蔵穴かとみられる土壌があり、その

埋土の上位には木炭片の他挙大の円喋が2個出土している。床には7個のピットが検出されて

いるが、P､2とP､4が主柱穴となるものとみられる。この住居跡からは床面より10～15cmほど
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浮いた状態で3本の石包丁が出土している。

4号住居跡（第14図下）

2号住居跡に先行する長辺4.6m、短辺約4.0mの方形の住居跡である。西辺上部は2号住居

跡によって壊されているが、壁の残りは良く深さ60～65cmを測る。床における硬化面の発達は

弱いが、ほぼ中央に焼土や炭化物の埋積がみられた。床面には11個のピットが検出されている

が、P､5とP､9あるいはP､8とP､11が主柱穴になるのではないかとみられる。北西隅からは床

より15cm浮いた状態で石包丁が出土している。

5号住居跡（第16図上左）

6．8号住居跡に後出する長辺約3.9m、短辺約3.5mの隅丸方形の住居跡である。床までの

深さは東側で43cm、西側で49cmを測り西側に若干傾斜している。床面には焼土や炭化物は検出

されていないが、3個のピットがあり、P､1とP､2が主柱穴となるものとみられる。

この住居跡の北側には、床面を切りこんだ婆棺墓（4号雲棺墓）が検出されている。雲棺墓

はまず長辺2m、短辺1.5m，深さ32cmの長方形の土壌を掘ったうえで、その北西隅に雲棺を

納めるために住居跡の外に向って、奥行70cm深さ30cmの穴を掘っている。雲棺は単棺で、目貼

りのため粘土は検出されていない。傾斜角28.、主軸方位S49。Eを測る。

6号住居跡（第16図上右）

2．5号住居跡に先行する長辺細.4m、短辺約4mと推定される隅丸方形の住居跡である。

深さ40cmを測る。床面は平坦で、焼土や炭化物は検出されていない◎5個のピットが検出され

ており、P､2とP､4が主柱穴になるのではないかとみられる。

7号住居跡（第17図上）

8．9号住居跡に後出する長辺5.45m、短辺5.25mの隅丸方形の住居跡である。床面の深さ

57cmを測るが、東側は東辺に沿って幅1.2m，深さ10cmほどの凹みがめぐる。床には全体的に

硬化面がみられたが、東側の凹みには認められなかった。中央には直径1.5mの炭化物の広が

りがある。床には14個のピットと1個の土壌が検出され、P,2とp､8あるいはp､9とp､5が主

体穴となるとみられる。

南側中央で検出された長径1.6m、短径0.9cmの不整楕円形の土壌は、深さ60cmで横断形はU

字状を呈する。土壌の埋土上面には硬化面は認められず、また住居跡の床面で検出されている

炭化物が連続して広がっていた状態から、住居として機能していた時期に掘りこまれたものと

考えられる。この土壌の埋土中からは磨製石剣1点のほか、獣骨(牛または馬の歯か)が出土し

ている。

8号住居跡（第18図）

9号住居跡との先後関係は確認できなかったが、5．7号住居跡に先行する一辺4.5mほどの

方形プランの住居跡である。深さは10～15cmぐらいしかなく、中央に東西方向に走る撹乱の溝

－66－



があるため遺存状況はよくない。床面の中央より西側の地点に長径50cmの炭化物の広がりがあ

るほか、7個ほどのピットが検出されている。主体穴については不明。

9号住居跡（第18図）

8号住居跡との先後関係は確認できなかったが、7号住居跡に先行する長辺3.5m以上、短

辺2.8m程度の住居跡と考えられる。遺構確認面よりの床面の深さは20cmを測り、床面に6な

いしは8個（2個は8号住居跡のピットの可能性もある）のピットを検出している。主柱穴に

ついて不明。焼土炭化物は検出されていない。

10号住居跡（第19図）

11．12．13号住居跡に後出する長辺4.1m、短辺3.9mの方形の住居跡である。床面は平坦で

深さ31Cirを測る。中央には焼土と炭化物を埋土とした長径62cm，深さ8cmの円形の炉穴p,4が

あり、その東・西に主柱穴のピットとみられるP､1とP､2がある。

11号住居跡（第19図）

10．12号住居跡に先行する方形プランの住居跡で、一辺が2.4m以上の大きさとみられる｡床

面の深さは21cmを測り、8個のピットが検出されている。中央に長径82cm、深さ42cmの不整形

の大型のピットがある。

12号住居跡（第19図）

10．14号住居跡に先行する長辺4.7,,短辺4.4mの方形プランの住居跡である。床面全体に

硬化面が認められ、壁の残りの良好な部分で深さが20cmを測る。北側中央に長径40cmの焼土の

広がりを検出している。10個のピットがあるが、この中のP､5とP､8は大型のピットで深く、

P､8からは挙大ほどの円喋が多数出土している。床面の直上から石包丁と磨製石錐が各1点づ

っ出土している。

13号住居跡第（20図下）

10号住居跡に先行し、15号住居跡に後出する南辺3.5mの住居跡である｡北側3分の1を10号

住居跡によって削平されているが方形プランとみられる。床面は平坦で深さ12cmを測る。東側

に長径34cmの炭化物の広がりが検出されている。合計8個のピットがみられるがR3は長径50cm

と他のピットよりも大型であり、主柱穴となるのではないかと考えられる。床面より15cm浮い

た状態で玉が出土している。

14号住居跡（第20図上）

12号住居跡に後出する長辺4.1,短辺3.8mの方形プランの住居跡である。床は平坦で深さ13

cmを測る。北側の壁下に直径49cmの焼土の広がりがある｡合計8個のピットが検出されており、

各辺の壁際には深さ23～31cmの小ピットが各々 1個づつある。中央のp､1とp､4は各々 直径が

51cmと52cmあり、深さが65cmと44cmを測る大型のピットで主柱穴となるとみられる。覆土中に

人頭大から挙大の円喋が多数混入している。
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15号住居跡（第20図下）

南側を撹乱によって削平されているが、13号住居跡に先行する長辺3.6,,短辺3.2mの方形

プランの住居跡である。床面は平坦で深さが12cmを測る。焼土や炭化物は検出されず、長径20

～33cmのピットを合計7個検出している。柱穴については不明。

16号住居跡（第21図上）

住居跡集中地区のほぼ中央に位置する長辺5.05,,短辺4.9mの方形プランの住居跡で、南

辺の西側で1.05mの突出部がある。床面は平坦で、深さは中央で27cmを測る。炭化物を比較的

多く含んだ焼土の広がりが広範囲にみられる。ピットが竪穴内に5個、竪穴外に5個検出され

ているが、主柱穴については不明である。

17号住居跡（第21図下）

18号住居跡に先行する長辺3.9m、短辺3.6mと推定される方形プランの住居跡である。南西

隅で高さ約10cmの壁を検出したが、他の部分は硬化面の広がりによって推定した。竪穴内には

焼土や炭化物を検出していないが、東壁外15cmに直径65cm、深さ15cmの炉穴とみられるピット

がある。これは既に削平されてしまった住居跡に伴う可能'性が強い。床面には7個のピットを

検出しているが、どれが柱穴であるのかは断定できない。この住居跡からは遺物は出土してい

ないが、埋土は他の弥生住居跡のそれと共通するものであった。

18号住居跡（第22図上）

17号住居跡に後出し、19号住居跡に先行する長辺4.6,,短辺4.25mの方形プランの住居跡

である。南北に走る2本の撹乱を除けば、遺存状況は良好で、床面までの深さは22cmを測る。

竪穴の覆土上面と東外方には部分的に住居跡の床面とみられる硬化面力機っており、ピット(P、

8）も検出しているので、これを19号住居跡とした。

18号住居跡の床面は平坦で、焼土や炭化物は検出されなかった。合計7個のピットを検出し

ており、P､2とP､4が主柱穴とみられる。

20号住居跡（第22図下）

住居跡集中地区の南東で検出された。長辺4.閲、、短辺3.8mの隅丸方形の住居跡である。

床面は平坦で深さ25cmを測り、北東隅に直径25cmの炭化物の広がりと南側壁際に床より12cm浮

いた位置に長径44cmの焼土がある。この住居跡の南西には長径81cm、深さ約20cmの焼土を埋土

としたピットがあるが、これは既に削平されてしまった住居跡に伴うものとみられる。合計25

個のピットが下央より東側の地点と壁際に集中して検出されているが、主柱穴については不明

である。

21号住居跡（第23図上）

20号住居跡の南東6mの地点で検出された住居跡である。床面のみが遺存していたもので、

長径4.6m、短辺4.1mの方形プランと推定される。床面は平坦で焼土や炭化物は検出していな
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い。合計9個のピットを検出しているがP､9は長径1.12cm、深さ46cmを測る大型のピットで貯

蔵穴として利用されたのかもしれない。このピットの埋土上位からは直径9cmの木炭片が出土

している。

22号住居跡（第23図下）

住居跡集中地区の東端で検出された南北3.63m，東西3.8m前後の方形プランの住居跡であ

る。j腿と西辺で高さ5～7cmの壁を確認できたのみで、他は硬化面の範囲によった。中央に

直径53cm、深さ12cmの木炭を混入する炉穴（p､2）があり、これを中心として炭化物と焼土の

広範な広がりが認められた。主柱穴はP､1とP､3とみられる。南辺壁際には直径79cm、深さ22

cmの大型のピット（p,4）がある。炉穴の南側の床面直上から鉄鍍1本が出土し、これと隣接

して粉末状の朱が出土している。この他、長径41cm、短径21cm、厚さ24cmの石製の工作台があ

り、試掘調査の際に鉄斧が1本出土している。

23号住居跡（第24図）

調査区北部で検出された方形プランとみられる住居跡であるが、北側を撹乱され、西側に歴

史時代の住居跡が重複するため、規模は判明できなかった。壁は10cmほどを残しており、床面

の南東隅に長径68cmの不整形のピットを検出しただけであった。

24号住居跡（第24図）

調査終了後の圃場整備工事中に気付いた住居跡であるため遺物をとりあげただけであるが、

東西辺約3.25mを測る方形プランの住居跡とみられる。壁の高さは約35cmを残す。覆土下位に

は多量の木炭が出土しており、完形に近い土器が多いため、焼失した住居跡の可能性が強い。

25号住居跡（第25図上）

22号住居跡の南東11mで検出された住居跡である。南西側をわずかに残して削平されている

ため、プランと規模は確定できない。壁の高さは遺存良好な部分で約5cmを計る。焼土．炭化

物・ピット等は検出できなかったが、南西壁際で雲の破片が出土している。

26号住居跡（第25図下）

SB25の南東15mで検出されたSB27に後出する長辺4.2,,短辺4.1mの方形プランの住居

跡である。床面は平坦で深さ13cmを測る。焼土や炭化物は検出されていない。合計7個のピッ

トを検出しているが、南辺と西辺の壁際のP,2．P､3．P､7は長径が104cm・78cm・107cm、深

さが35cm・23cm・27cmを測る大型のピットである。

27号住居跡（第25図下）

26号住居跡に先行する住居跡であるが、大部分を削平されているため長径2.2m、短径1.5m

の床面とみられる硬化面を検出したのみで、プランや規模は判明できなかった。2個のピット

が検出されており、P,2に隣接して長径44cmの焼土の広がりがみられた。
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2．歴史時代の竪穴住居跡

歴史時代の竪穴住居跡は、弥生時代の住居跡に重複する形で、2カ所に合計5軒が検出され

ている。いずれの住居跡も竪穴の北辺または西辺にカマドを有しており、どちらの地点も2～

3軒の重複関係にある。遺存状況は良好でないが、住居跡の埋土は共通した黒褐色土であった。

28．29号住居跡（第26図）

記号住居跡は29号住居跡に後出する南北3.55m、東西3.9mの方形プランの住居跡である。

北辺のやや西よりのところにカマドを有しているが､その大半は削平によって失なわれている。

カマドと連続した長径196cm、短径63cm，深さ9cmの不整形の土壌には焼土塊が多数混入して

いる。床面の四隅には直径26cmから42cm，深さ13～30cmの柱穴とみられるピットが検出されて

いる。覆土中から刀子が1本出土している。

29号住居跡は、南北3.25m、東西4mの方形プランの住居跡である。削平力塔しいが、北辺

中央にカマドを有している。床面からは合計4個のピットを検出しているが主柱穴については

判定できない。

30～32号住居跡（第24図）

調査区北部で検出された相互に重複する住居跡群であるが、削平力碧しいうえに撹乱の溝が

多数走っているため、遺存状況はよくない。重複関係は32→31→30の順である。

32号住居跡は北辺中央にカマドを有する南北3.3m、東西3.8mの方形プランの住居跡と推定

される。カマドは両袖に円喋を立てて粘土で固定している。31号住居跡は西辺の中央にカマド

を有する東西3.6m南北3.3m前後の方形プランの住居跡と考えられる。カマドの両袖に裾えら

れていた円喋は動かされていた。P､8からは「口人」と書いた墨書土器が出土している。30号

住居跡も西辺中央にカマドを有する住居跡で、東西3.4m南北2.9m程度の方形プランの住居跡

とみられる。カマドの袖には円喋を裾えている。これらの住居跡の主穴については明確にしえ

なかった。
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3．支石墓（第27図）

調査区南端の地形変換線（微高地の南端）の近くで、南北に並んで2基の支石墓が検出され

ている。ここでは南側の支石墓を1号支石墓、北側の支石墓を2号支石墓と呼称する。両支石

墓の周囲は水田耕作によって大きく削平されており、支石墓自体もその影響を受けて旧状は留

めていない。

1号支石墓は南北径1.65m、東西径1.27m、最大厚さ0.5mを測る上・下面が比較的扇平な

安山岩を揮石としている。禅石下には砂層や水田耕作土力硫入しており、また挙大の円喋が投

げこまれていた。揮石は北側に少し傾いているものの、支石とみられる人頭大より一回り大き

な円喋が4個存在することから、大きくは動いていないと考えられる。当初の支石としては、

もう2個ほどはあったと推定される。内部主体は長径1.55m、短径1.37m、深さが推定で0.5m

の隅丸方形の土地である。揮石に比較して土壌が大きいことから、土壌を埋積した後に、その

上部に支石と禅石を置いたと考えられる。土壌の埋土中からは弥生土器の小破片が数点出土し

ただけで、副葬品はなかった。

2号支石墓は、1号支石墓の北側30cmに築かれている。禅石は長径1.18m、短径0.93m，最

大厚さ49cmの安山岩である。禅石下には先の大洪水時の砂層があり、支石も失なわれて大きく

傾いている。内部主体は、東西径2.12m、南北径1.21m、深さ力稚定で0.81mの隅丸長方形の

土壌である。底部東側には長径43cm、深さ10cmの凹みがある。埋土中からは弥生土器とみられ

る小破片が出土しただけで副葬品はなかったが、底部の東側の底面近くでは直径55cmの範囲か

らヒトの歯が8本出土している。歯の遺存状態は不良だが、北条瞳幸氏に現在鑑定を依頼して

いる。

4．蜜棺墓

調査地区の東端に位置する「塚坊主」（SXO1）と呼ばれる塚を発掘したところ、内部の

3つの土壌（SXO1－1．2．3）より多数の謹棺片を含む土器群が出土した。これらは、

明治以降の開田に伴う地下げによって出土した遺物を再び埋設したものであったが、このこと

によって周辺に雲棺墓が存在していたこと力稚察された。そこで「塚坊主」の北側一帯の耕作

土を除去したところ、3基の雲棺墓と1基の土壌を検出した。

遺構が検出されたのは水田耕作土の直下にあったⅢ層中であり、本来の雲棺墓を掘り込んだ

土層は削平によって失なわれていた。

なお、調査予定地外であったが、調査区北方の水田から、調査終了後の圃場整備工事に際し

て､多数の雲棺片が採集されている。恐らくこの地域も雲棺墓群を形成していたものであろう。
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1号妻棺墓（第28図上）

噸坊主」より北西11mの地点で検出された婆棺墓である。墓塘の上部は失なわれているカミ

斜め下に幅93cm，高さ68cmの横穴を掘り込んでいる。雲棺は鉢形の蓋と組み合う大型の雲棺で

その大半は開田時に取り上げられている。接合部には目貼りのための粘土が残る。傾斜角は推

定で30.前後、主軸方位はN－71o－Eである。

2号尭棺墓（第28図下）

1号雲棺墓より北東へ12mの地点で検出された単棺の蜜棺墓である。墓壊上部は失なわれて

いるが、遺存している墓壌の平面形は直径71cmのほぼ円形を呈し､現存する深さは32cmを測る。

この墓墳の東壁を奥行20cm・幅48cm・深さ7cmの掘り込みを行ない謹棺を設置している。目貼

りのため粘土は検出されていない。傾斜角は32｡、主軸方位はN-65°－Wを測る。

3号謹棺墓（第29図上）

1号雲棺墓の北西15mで検出された雲棺であるが、雲棺自体は開田時にきれいに取上げられ

ている。墓壊は長径100cm以上・短径107cmの楕円形と推定され、深さは13cmのみを残す。この

墓壌の西壁を幅63cm・深さ47cmで掘り込み、雲棺を設置している。接合部の目貼りの粘土が遺

存しており、墓壌の大きさを考慮すると鉢形の蓋と組み合う大型の蜜棺と推察される。

5．土壌

1号土塘（第29図中）

1号蜜棺の北西5mで検出した大型蜜棺片を出土した土壌である。長径81cm・短径64cmの楕

円形を呈する。深さ12cmを残すのみであり、他の雲棺墓に比較して大幅に浅いため、雲棺墓と

は考えられない。

2号土壌（第29図下）

20号住居跡の南西0.4mで検出された東西径2.57m・南北径1.38m・深さ0.43mの隅丸長方

形プランの土壌である。埋土は炭化物やⅢ層の砂粒を含む暗褐色土で、弥生時代の住居跡群の

覆土と共通している。底面は平坦で、長径29cm・深さ19cmのピットと長径23cm・深さ18cmのピ

ットが2個検出されている。埋土中の底面近くに木炭塊や挙大の円喋群が出土し、底面直上か

ら磨製石製品の破片が1点出土している。埋土中から出土する土器は大型蜜棺の口縁音離片を

含む弥生土器で、牛あるいは馬とみられる歯が埋土上位から出土している。
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番号 出土遺構 器種 法量 特徴 胎度 焼成 色調

1 1号住居跡 壷

口径21．2

高さ

底径

頚部の外面は縦方向の刷毛目、内面は横
方向の箆磨きをする。外面には縦方向の

幅2～3mの暗文を施す。

砂粒をほ

とんど含

まない
良好 淡赤褐色

2 1号住居跡 壷

径
さ
径

口
高
底

口縁から頚部にかけての破片で、口縁上
面が丸みをもち、内側へ張り出す。

口縁部内外面と頚部外面は横撫で、頚部
内面と口縁部の内側への張り出しの先端

を横方向に箆磨きする。
口縁上面の中程から頚部内面は丹塗り。

砂粒をほ

とんど含

まない
良好 黄 褐 色

3 1号住居跡 蜜

径
さ
径

口
高
底

口縁上面は丸みをもち、厚く短かく、内

側へ若干張り出す。内外面とも横撫です
る。

砂粒を多

く含む
良好 黄褐色

4 1号住居跡 蜜

口径

高さ

底径

口縁上面は水平で、厚く短かく、断面三

角形を呈する。

内外面とも横撫でし、外面には煤が付着
している。

白色の砂

粒を多く
含む

やや不良 黄 褐 色

5 2号住居跡 雲

口径27．9

さ
径

高
底

口縁部はやや内傾し､上面が若干くぼみ、

内側へ張り出す｡内外ともに横撫でする。

砂粒を含
む

やや不良
にぶい

黄褐色

6 2号住居跡 雲

口径30．7

さ
径

高
底

口縁上面が少しくぼみ、内傾し、内側へ

の張り出しが強い。口縁下に一条の断面
三角形の凸帯を有する。内外ともに横撫
でする。口縁と胴部の外面に煤が付着す
る◎

砂粒を含
む

良好 明黄褐色

7 2号住居跡 婆

径
さ

口
一
局

底径7．6

饗の脚台片で、外形は曲線的で大きく開
く。内部は高さ2.4cmの上げ底で丸みをも
つ。底部の厚さは0.8cmで､胴部の器壁と
変らない。

外面は細かな縦方向の刷毛目、底縁部と

内面は横撫でする。

石英粒を
多く含む

良好 暗褐色
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9

2号住居跡

壷

口径19．5

さ
径

高
底

口頚部が直線的に外反し、口縁先端は明
瞭な面を有する。外面を横撫でし、内面
は箆磨きを施す。

砂粒を含
まない

良好 赤褐色

10 3号住居跡 察

口径30．3

高さ

底径

丸みをもった 「く」 字形口縁で、口唇部

は丸ぃ。外面と内面上位を横撫でし、内
面下位に横方向の刷毛目を施す。外面に
煤が付着する。

砂粒を少

し含む
良好

暗灰褐色
～黒褐色

11 3号住居跡 蜜

口径28．3

さ
径

高
底

直線的な
い ◎

「く」 字形口縁で、口唇部は丸

内外面ともに横撫でする。
2次的な火によって桃色に焼けている。

石英粒を
含む

良好 黄褐色

12 3号住居跡 蜜

径
さ
径

口
高
底

直線的な 「く」 字形口縁で、胴部の張り
出しは弱い｡口縁下に1条の沈線をもつ。
胴部の外面にタテ方向の刷毛目、内面を
タテ方向に撫でて、口縁部内外面を横撫

でする。

細かい白

色砂粒を
含む

良好 暗褐色

13 3号住居跡 壷

口径15．9

さ
径

高
底

丸みをもつ

丸い。

「く」 字形口縁で、口唇部は 砂粒を少
し含む

良好 黄褐色

14 3号住居跡 壷

径
さ
径

口
高
底

やや直線的な
丸い。

「く」 字形口縁で口唇部は 砂粒を少

し含む
やや不良 黒褐色

15 3号住居跡 小型壷

口径8．4

さ
径

高
底

短かい丸みをもった

口唇部は丸い。

「く」 字形口縁で、

口頚部の外面を横撫するが、その他の調
整は不明。

砂粒を含
む

良好

外 面 は

黄 褐 色
内 面 は
黒 色
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17 4号住居跡 蜜

口径25．4

さ
径

高
底

口縁部は厚く、短い。口縁上面が丸みを

もち、若干内傾する。
口縁部から胴部にかけて内外面とも横ナ
デする。

砂粒を含
む

良好 灰褐色

18 4号住居跡 察

口径24．2

さ
径

高
底

口縁部は厚く、短く、断面が三角形に近

い。口縁上面が少しくぼみ､若干内傾し、

内側へ少し張り出す。
口縁部から胴部にかけては内外面とも横
撫でする。

砂粒を含
む

良好 黄褐色

19 4号住居跡 察

径
さ

口
高

底径6．2

雲の脚台片で､外形はやや直線的に開く。
内部の高さは1.4cmの上げ底で､丸みをも
つ 。 外面は荒れており調整法をよく観察
できない 。

内面は撫でられている。

石英粒を

多く含む
良好 黄褐色

20 4号住居跡 婆

径
さ

口
高

底径6．8

蜜の脚台片で、外形は直線的に大きく開
く。内部は高さ1.85cmの上げ底で丸みを
もつ。底部の厚さが1.8cmと厚い。

外面に粗いタテ方向の刷毛目を施し、内
面を撫でる。

底部内面には炭化物が付着している。

石英粒を

多く含む
良好

黄褐色
～赤褐色

21 5号住居跡 蜜

口径25．9

さ
径

高
底

口縁部は厚く短く､断面が三角形に近い。
口縁上面はくぼみ気味で、内傾する。
口縁から3.3cm下に1条の箆による沈線を
施す 。

内外面とも横撫でしている。

細かい砂

粒を含む
良好 暗黄褐色

22 5号住居跡 蜜

口径26．6

さ
径

一
局
底

口縁部は厚く短く､断面が三角形に近い。
口縁上面はくぼみ気味で、内傾し、内側

へ張り出し気味である。
口縁部外面と胴部上位は横撫し、胴部内
面は斜方向の刷毛目を施す。

石英粒を
少し含む

良好 黄褐色

23 5号住居跡 察

径
さ

口
一
局

底径6．6

蜜の脚台片で、外形は直線的で大きく開
く。内部は高さ1.7cmの上げ底で丸みをも
つ。底部の厚さが2.3cmと厚い。
外面は縦方向の細かい刷毛目を施し、内
面は撫でている。底部内面に炭化物が付
着する。

白色砂粒

を含む
良好 黄 褐 色



口縁部は厚く短く､断面が三角形に近い。
口縁上面はややくぼみ気味で内傾し、内
側に弱く張り出す。
内外面ともに横撫でする。
外面に煤が付着している。十号住居跡卜医 重琴蕊|良好|灰褐色

喪の脚台片で､外形はやや曲線的に開く。
内部は高さ0.9cmの小さな上げ底で､底縁
部は広い面をなす。

底部の厚さが2.3cm以上で厚い。
外面に縦方向の粗い刷毛目を施す。

口径

高さ

底径6．2

石英粒を

多く含む
喪 良好 赤褐色6号住居跡25

口径28．5

高さ

底径

口縁部は丸みをもった「く」字形口縁で、
口唇部は丸みをもつ。
外面に煤が付着する。
内外面ともに横撫でする。

砂粒を含
む

7号住居跡 蜜 良好 黄褐色26

口径27．1

高さ

底径

口縁部は直線的で、「く」字形口縁に近い
が、口唇部近くで厚味を増し、内側へ若
干張り出す。

内外面ともに横撫でする。

砂粒を含
む

7号住居跡 蜜 良好27 黄褐色

口径27．2

高さ

底径

口頚部は丸みをもった「く」字形で頚部
下に断面三角形の凸帯を張りつける。

口縁部内外面は横撫でし、頚部内面を横
方向に箆磨きする。

砂粒を含
む

に ぶ い

暗 褐 色
壷 良好7号住居跡28

径
さ
径

口
高
底

口縁部は丸みをもつ「く」字形口縁で、
口唇部は丸みをもつ。
内外面ともに横撫でする。

砂粒を含
む

壷7号住居跡 良好 灰褐色29

喪の脚台片で、外形は曲線的に開き先端
は丸い。内部は高さ3.3cmの上げ底で､丸
みをもつ。底部の厚さは1.0cmと薄い。
外面は細かな刷毛目を施し、内面を横撫
でする。

口径

高さ

底径8．1

砂粒を含
む

壷7号住居跡 良好 黄褐色30

#:職識齢慧粒蛤|"好菱雛壷3117号住居跡

－92－
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32 7号住居跡 蜜

口径

高さ

底径8．6

蜜の脚台片で、外形は曲線的に大きく開
く。内部は高さ2.9cmの上げ底で､平坦面
をもつ。底は厚さ0.4cmと薄い。
外面に縦方向の粗い刷毛目を施し、内面
を横撫でする。

砂粒を含
む

良好 黄褐色

33 7号住居跡 壷

口径

高さ

底径

口頚部下に1条の刻目凸帯を有する。刻
目は粗である。

内面は縦方向の刷毛目のあと横撫し、外
面の凸帯下に縦方向の暗文を粗に施す。

砂粒を含
む

良好 黄褐色

34 7号住居跡 壷

径
さ
径

口
高
底

胴部上位の破片で1条の刻目凸帯を旗す。
刻目は比較的密に施す。
外面の凸帯より上は刷毛目ののち横撫で
し、凸帯より下は横方向に箆磨きする。
内面は磨耗して調整不明。

砂粒を含
まない

良好 淡赤褐色

35 7号住居跡 壷

口径16．9

さ
径

高
底

口縁上面はくぼみ気味で強く、内傾し、
内側へ若干張り出す。
焼成前に口縁部の内側から外側に向って
直径3mの孔を穿孔する。破片のため孔
の数は不明･内外ともに横撫でを施すが、
外面に粗い刷毛目が残る ◎

砂粒を少

し含む
良好

にぶい

黄褐色

36
7号住居跡
土 壌

壷

口径19．8

高さ

底径

口頚部は直線的で 「く」字形を呈し、口

唇部は面をもつ。胴部の張りは弱く、最
大直径は胴部上半にある。
口頚部外面は縦方向の刷毛目を施し、内
面は箆磨きを施す。胴部内外面は縦方向
の刷毛目を施す。口頚と胴部の外面には
縦方向の暗文を施す。

砂粒を少

し含む
やや不良

にぶい

暗褐色

37
7号住居跡

土稜
察

径
さ

口
一
局

底径8．3

蜜の脚台片で、外形は曲線的に大きく開
き､先端は丸い。内部は高さ3.2cmの上げ
底で、平坦面をもつ。

外面は縦方向の撫でを施し、内面は横撫
でする。

砂粒を含
む

良好 黄褐色

38
7号住居跡

土壌
雲

口径

高さ

底径7．5

蜜の脚台片で外形は曲線的に大きく開き、
先端は丸い。内部は高さ2.2cmの上け底で
丸みをもつ。

外面は縦方向の刷毛目、内面は縦方向に
撫でる。

砂粒を含
む

良好 黄褐色
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口頚部は曲線的で、「く」字形を呈し、口
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内外面ともに横撫でを施す。
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40 8号住居跡 饗

口径25．7

さ
径

高
底

口縁部は厚く、上面がくぼみ、内側へ張
り出す。口縁下に断面三角形の凸帯を張
りつける。内外面ともに横撫でする。

砂粒を含
む

良好
にぶい

燈色

41 8号住居跡 察

径
さ
径

口
高
底

口縁部は厚くて、短く、上面が丸みをも
ち内傾する。内側へ張り出しぎみである。
内外面ともに横撫でする。

砂粒を含
む

良好

は
い
色
は
色

面
ぶ
面

外
に
燈
内
燈

42 8号住居跡 雲

径
さ
径

口
高
底

口縁上面が少しくぼみ、強く内傾する。
口唇部に面をもち、内側に小さく張り出
す◎

外面は横撫で、内面を横方向に撫でる。

砂粒を含
む

良好

は
い
色
は
色

面
ぶ
面

外
に
横
内
燈

43 8号住居跡 婆

径
さ
径

口
高
底

口縁上面がくぼみ、強く内傾する。口唇
部は丸く、内側に強く張り出す。内外面
ともに横撫でを施す。

砂粒を少
し含む

良好 褐灰色

44 9号住居跡 蜜

口径27．1

さ
径

高
底

口縁上面がくぼみ、内傾する。口唇部は
丸く、内側に強く張り出す。
胴部内外面に刷毛目を施したのち、全体
を横撫でする。

砂粒・小、

石を含む
良好 浅 黄 燈

45 9号住居跡 雲

径
さ

口
一
局

底径7．2

察の脚台片で、曲線的に小さく開き、先
端は広い面をもつ｡内部は高さ0.7cmの上

げ底で丸みをもつ。

外面に縦方向の細かな刷毛目を施す。

石英粒を

含む
良好 燈色

46 10号住居跡 雲

口径25．6

さ
径

高
底

口縁部は直蒜(的で 「く」 字形口縁をなす。

口唇部はやや丸みをもった面をもつ。胴

部外面と頚部内面に刷毛目を施し、全体
を横撫でする。

砂粒を少

し含む
良好 燈色
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48 10号住居跡 壷

口径16．5

高さ

底径

口頚部は曲線的で外反する。口唇部に1
条の幅広い凹線を施す。
外面に縦方向、内面に横方向の粗い刷毛
目を施し、横撫でを施す。

細かい砂

粒を含む
良好

にぶい

燈色

49 10号住居跡 壷

径
さ
径

口
高
底

強く外反する口縁部先端の破片で、口唇
部は丸く尖り、口縁部下端は強く張り出
して頚部にいたる。
内外面ともに刷毛目を施したあと横撫で
する ◎

砂粒をほ

とんど含

まない
良好

は
色
は
い
色

面
面
ぷ

外
燈
内
に
燈

50 11号住居跡 蜜

径
さ
径

口
高
底

口縁上面がくぼんで内傾し、内側へ強く
張り出す。口唇部は丸い。
内外面ともに横撫でを施す。

細かい砂

粒を含む
良好 灰黄褐色

51 11号住居跡 察

径
さ
径

口
高
底

口縁上面が少しくぼんで強く内傾し、内
側へ張り出す。口唇部は丸い。
内外面ともに横撫でを施す。

砂粒を含
む

良好
砂粒を

含 む

5211号住居跡 饗

口径

高さ

底径

口縁上面が大きくくぼみ強く内傾して、
内側へ強く張り出す。口唇部は丸みをも
ってふくらむ◎

内外面ともに横撫でを施す。

細かい砂

粒を含む
良好 灰 褐 色

53 11号住居跡 喪

径
さ
径

口
高
底

口縁上面がくぼみ内傾して、内側に強く
張り出す。

内外面ともに横撫でを施す。

石英粒を
含む

良好 赤褐色

54 11号住居跡 察

径
さ
径

口
高
底

口縁上面は平坦で内傾し、内側に弱く張
り出す。口唇部は丸みをもち、口唇下に

箆による調整を施す。
内外面ともに横撫でを施す。

細かい砂

粒と大粒
の石英砂
を含む

良好 灰黄褐色
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56 11号住居跡 壷

径
さ
径

口
高
底

口縁上面は水平で少し丸をもち、内側へ
少し張り出す。口唇部は丸い。
頚部は弱く外反する。
内外面ともに横撫でを施す。

石英粒な

どの砂粒

を多く含
む

良好

外面が

灰褐色
内面が

黄 褐 色

57 11号住居跡 壷

口径

さ
径

高
底

口縁部の断面は楕円形に近く、口縁上面

は水平で丸みをもち内外に張り出す。頚
部は強く外反している。
内外面ともに横撫でを施す。

砂粒（雲
母）を多
く含む

良好 赤 褐 色

58 12号住居跡 蜜

口径27．6

高さ

底径

口縁部は厚く短かく断面三角形を呈する。
口縁上面は水平で丸みをもつ。

を接合のため箆によって押さえ
内外面ともに横撫でを施す。

口縁部下
る◎

石英粒を
多く含む

良好 淡褐色

59 12号住居跡 察

口径30．1

さ
径

高
底

口縁部は薄く長く口唇部は丸い。
口縁上面はくぼんで内傾し、内側に強く
張り出す。

内外面ともに横撫でを施す。

石英粒．

雲母を含
む

良好 灰赤褐色

60 12号住居跡 察

口径23．2

高さ

底径

口縁部は長く、口唇部は丸い。口縁上面

はくぼみ強く内傾し、内側に強く張り出
す。外面に煤が付着する。
内外面ともに横撫でを施す。

石英粒．

黒雲母を
含む

良好 赤褐色

61 12号住居跡 雲

口径23．8

さ
径

高
底

口縁部は細長く、口唇部は丸い。口縁上
面はやや丸みをもち、強く内傾し、内側
に少し張り出す。

内外面とも横撫でを施す。

細かい砂

粒を含む
良好 淡褐色

62 12号住居跡 蜜

径
さ

口
一
局

底径6．4

雲の脚台片で、外形は直線的に小さく開
き、先端に面をもつ。内部は高さ0.6cm
の小さな上げ底で丸みをもつ。

底内面に炭化物が付着する。
外面に縦方向の刷毛目を施す。

石英粒を
多く含む

良好 淡褐色
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64 13号住居跡 察

口径23．6

高さ

底径

口縁部の断面が三角形を呈し、口縁上面
が少しくぼんで小さく内傾する。
内外面は横撫でを施す。

石粒を少

し含む
良好 灰白色

65 13号住居跡 嚢

径
さ
径

口
高
底

口縁部は厚く短かく、断面が三角形を呈
する ◎

口縁上面は水平で丸みをもつ。
内外面は横撫でを施す。

砂粒を含
む

良好

外面は

黒褐色
内面は
に ぶ い

燈色

66 13号住居跡 雲

口径

さ
径

高
底

口縁部は断面が三角形を呈し、口縁上面
がやや丸みをもち小さく内傾する。

胴部外面に縦方向の刷毛目を施し、口縁
部内外面は横撫でを施す。

砂粒・小、

石を含む
良好

にぶい

燈 色

67 13号住居跡 察

径
さ
径

口
高
底

口縁部は細長く、口唇部は丸みをもつと
ふくらむ。口縁上面はやや丸みをもち、

小さく内傾する。口縁下に凸帯をもっと
みられる ◎

内外面ともに横撫でを施す。

わずかに

砂粒を含
む

良好 燈色

68 13号住居跡 察

径
さ

口
一
局

底径6．4

蜜の脚台片で、外形は直線的であまり開
かず、先端に面をもつ。内部は高さ0．6

cmの上げ底でやや平担面をもつ。
外面に縦方向の粗い刷毛目を施し、内部

は撫でる。

砂粒を多

く含む
良好

に ぶ い

燈 色

69 14号住居跡 察

口径29．1

さ
径

高
底

口縁部は厚く短かく、口縁上面は丸みを

もち小さく内傾する。

内外面ともに横撫でを施す。

石英粒を

多く含む
良好

赤褐色

～黄褐色

70 14号住居跡 察

口径26．5

さ
径

高
底

口縁上面がくぼみ、小さく内傾して、内

側に張り出す。

内外面ともに横撫でを施す。

大粒の石

英を含む
良好 灰褐色
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1…居跡卜|#訓 蝋|良好H
上面は水口縁部は逆「L」字形で、口縁

平で丸みをもつ。

内外面ともに横撫でを施す。

－98－

72 14号住居跡 察

口径23．8

さ
径

高
底

口縁部はやや曲線的な 「く

呈し、口唇部に面をもつ。

」 字形口縁を

内面を横方向に刷毛目を施し、その後に
内外面を横撫でを施す。

細かい砂

粒を含む
良好

外面は

黒褐色
内面は

灰白色

73 14号住居跡
／

蜜

口径21．0

高さ

底径

口縁部はやや曲線的な「く 」 字形口縁で、

口唇部は丸い。胴部の張りは弱い
胴部の外面は縦方向、内面は横方向に刷
毛目を施す。

石英粒を

含む
良好

外 面 は
褐灰色

内面は

灰白色

74 14号住居跡 察

口径17．8

高さ

底径

口縁部は曲線的な「く 」 字形口縁で口唇

部に小さな面をもつ。胴部の張りは弱い。
胴部外面は縦方向の刷毛目を施し、頚部
近くを横方向に刷毛目を施す。内面にも
刷毛目を施す。

石英粒を

含む
良好

外面は
黒褐色

内面は

燈 色

75 14号住居跡 蜜

径
さ

口
一
局

底径7．4

饗の脚台片で、外形は直線的に小さく開

き、先端に面をもつ。内部は高さ0．5cm
の上げ底で丸みをもつ。底内面には炭化

物が付着している。外面は、縦方向の刷
毛目を施して撫でる。内面は撫で。

大粒の石

英粒を含

む
良好 黄褐色

76 14号住居跡 察

径
さ

口
一
局

底径6．1

蜜の脚台形で、外形は曲線的に大きく開
き、先端に面をもつ。内部は高さ1．4cm
の上げ底で丸みをもつ。

外面は、縦方向に細かい刷毛目を施し、
内面は撫でる。

砂粒を含

む
良好

にぶい

黄褐色

77 14号住居跡 蜜

径
さ

口
一
局

底径6．1

蜜の脚台片で外形は直線的に大きく開き、
先端は尖る。内部は2.6cm程の上げ底で

平担面をもっとみられる。

外面に縦方向の刷毛目を施し、内面は横

方向に撫でる。

大粒の石

英粒を含
む

良好 赤 褐 色

78 15号住居跡 蜜

口径26．6

高さ

底径

口縁部は厚く短かく、断面が三角形に近
い、口縁上面は平担で内傾する。
口縁下2.7cmに断面三角形の小さな凸帯
を1条貼り付ける。
内外面とも横撫でを施す。

砂粒・小

石を含む
良好

にぶい

燈色
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叶住馴卜|董川’ |燃十鯉』平底で、底部外面には細かい刷毛目を丁
寧に施す。

－99－

80 15号住居跡 雲

径
さ
径

口
高
底

口縁部は逆 「L」字形で、口縁上面はほ
ぽ平担で小さく内傾する。
内外面ともに横撫でを施す。

砂粒・4

石を多く

含む

、

良好
にぶい

燈色

81 15号住居跡 雲

径
さ
径

口
高
底

口縁部は厚く短かく、断面が三角形を呈
する。口縁上面はくぼみ気味で小さく内
傾する。

内外面ともに横撫でを施す。

砂粒を僅
かに含む

良好

外面は

黒褐色
内面は

明黄褐色

82 15号住居跡 雲

径
さ
径

口
高
底

口縁上面が少しくぼみ、内傾して内側に
張り出す。

内外面ともに横撫でを施す。
砂粒を僅
かに含む

良好 灰白色

83 16号住居跡 蜜

口径28．6

さ
径

高
底

口縁部は細長く、口唇部は丸い。口縁上
面はくぼみ、内傾して内側に張り出し気
味である。

内外面ともに横撫で調整。

砂粒・4、

石を含む
良好 灰白色

84 16号住居跡 雲

口径

さ
径

高
底

察の脚台片で、上げ底の上面は平担で砂
粒が付着している。

外面には斜方向の刷毛目を施す。
砂粒・4、

石を含む
良好 明褐色

85 16号住居跡 雲

径
さ
径

口
高
底

察の脚台片で、上げ底の上面は平担で砂
粒が付着している。
外面には縦方向の粗い刷毛目を施す。

砂粒・小、

石を含む
良好

外面は
に ぶ い

燈色

内面は
浅黄燈色

86 16号住居跡 察

径
さ
径

口
高
底

空の脚台片で、上げ底の上面は小さな面

をなす。

外面は縦方向の粗い刷毛目を施し、底内
面は細かな刷毛目を施し、脚台内は撫で
る0

砂粒・小

石を僅か
に含む

良好 浅黄燈色
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開|鵬住馴卜陸1 ＋|募雛』
口縁部は長めで、口唇部は丸い。口縁上
面はくぼんで内傾し、内側に弱く張り出
す。

内外面とも横撫でを施す。

－100－

88 18号住居跡 饗

口径20．1

高さ

底径

口縁部は断面が三角形を呈し、口縁上面
はほぼ平担で小さく内傾する。
内外面ともに横撫でを施し、内面に斜方
向の刷毛目が残る。

砂粒を含
む

良好

外面は
にぶい

燈 色

内面は
黒褐色

89 18号住居跡 蜜

口径24．5

高さ

底径

口縁上面はくぼみ気味で小さく内傾する。
口唇部は丸い。
内外面ともに横撫でを施す。

砂粒・イ、

石を含む
良好

にぶい

黄燈色

帥 18号住居跡 察

口径27．6

さ
径

高
底

口縁部は断面が三角形で、口縁上面が丸
みをもち、小さく内傾する。口縁下3.2
cmに1条の沈線を入れる。

内外面ともに横撫でを施す。

砂粒・4、

石を含む
良好

外面は極

暗赤褐色
内面はに

ぶい燈色

91 18号住居跡 察

口径24．6

高さ

底径

口縁部は断面が三角形を呈し、口縁上面
が丸く、小さく内傾する。口縁下には箆
と指頭によって接合を強化している。
外面に刷毛目を施したあと全体を横撫で
する ◎

砂粒．。、

石を含む
良好 明褐色

92 18号住居跡 察

口径

高さ

底径

口縁部は細長く、口唇部は丸くふくらむ
口縁上面は強くくぼんで内傾し、内側ん
強く張り出す。口縁下に断面三角形の凸
帯を貼り付ける。
内外面ともに横撫でを施す。

。

砂粒・小、

石を含む
良好

にぶい

黄 燈 色

93 18号住居跡 蜜

径
さ

口
一
局

底径6．4

蜜の脚台片で、外形は直線的に大きく開
き先端に面をもつ。内部は高さ1．0cmの
上げ底で丸みをもつ。

外面に縦方向の細かい刷毛目を施し、内
面は撫でを施す。

砂粒・4、

石を含む
良好

にぶい

黄燈色

94 20号住居跡 雲

口径26．8

高さ

底径

口縁部は細長く、口唇部は丸い。口縁上
面はくぼんで内傾し、内側へ張り出す。
内外面ともに横撫でを施す。

大粒の石

英粒を含
む

良好
赤 褐 色
～灰褐色
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口縁部は

水平であ

鋤先

る。

状口縁に近く、口縁上面は

内外面ともに横撫でを施し、頚部外面に
は縦方向の暗文を施す。

-101-

96 20号住居跡 察

径
さ
径

口
高
底

口縁部は厚く、口唇部は丸い。口縁上面

はくぽんで内傾し、内側に弱く張り出す。
内外面とも横撫でを施す

密 良好
に ぶ い

赤褐色

97 20号住居跡 蜜

径
さ
径

口
高
底

口縁部は厚く短かく、断面が三角形に近
い ◎ 口縁上面は平担で内傾し、内側に弱
く張り出す。

内外面とも横撫でを施す。

大粒の石

英粒を含
む

良好 灰褐色

98 20号住居跡 壷

口径19．6

さ
径

高
底

口縁部は鋤先状口縁で、口縁上面は水平
である。

外面は横・斜方向に撫でを施し、内面は
横撫でを施す。

粗 良好
にぶい

赤 褐 色

99 20号住居跡 壷

口径21．7

高さ

底径

口頚部は曲線的で、ゆるやかに外反する。
口唇部には面をもつ。

外面は縦方向に細かな刷毛目を施し、縦
方向に間隔0.8cmで暗文を入れる。内面
は横撫でを施す。

良好
にぶい

赤褐色

100 21号住居跡 察

径
さ
径

口
高
底

口縁部は断面が三角形を呈し、口縁上面

力坪坦で内傾し、内側に弱く張り出す。
内外面ともに横撫でを施す。

砂粒を少

し含む
良好 浅黄燈色

101 21号住居跡 蜜

径
さ
径

口
高
底

口縁部は口唇部に向って細くなり、口縁
上面が小さくくぼみ内傾し、内側に弱く
張り出す。
内外面ともに横撫でを施す。

砂粒を少

し含む
良好 浅黄燈色

102 21号住居跡 察

径
さ
径

口
高
底

口縁部は厚く短い。口縁上面は丸みをも

っており小さく内傾する。
内外面ともに横撫でを施す。

砂粒を多
く含む

良好 浅黄燈色
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|ⅢL号住居｣※に蕊灘
径 は _ 上

字形ロ

ﾄ」 1
外
に
横
内
黒

面は
ぷい

色

面は

褐色

は縦方向の

胴部上半は

横方向の刷
面は縦方向

毛目に斜方

良や不や
に
外
刷

－102－

104 22号住居跡 蜜

径
さ

口
一
局

底径14．9

察の脚台片で、外形は曲線的に大きく開
き、先端は角ばる。
外面は斜方向の撫でを施し、内面は縦方
向の粗い刷毛目を施した後に撫でる。

砂粒を少

し含む
良好

にぶい

燈 色

105 22号住居跡 察

径
さ
径

口
高
底

察の脚台片で、外形は曲線的に大きく開
く。

外面は斜方向の刷毛目を施した後に横方
向の撫でを施す。内面は横方向に小刻み
に刷毛目を施し、上面は撫でる。

砂粒を少
し含む

良好 黄 褐 色

106 22号住居跡 鉢

口径12．5

高さ（10.2）

底径

丸底の鉢と考えられる。口唇部は丸い。
胴部下半の内外面は、縦または斜方向に
刷毛目を施し、上半は横撫でを施す。

砂粒を含
まない

良好 淡赤褐色

107 23号住居跡 蜜

口径24．0

さ
径

高
底

口縁部は断面が三角形を呈し、口縁上面
が平坦で小さく内傾する。
内外面ともに横撫でを施す。

砂粒を含
まない

良好 燈 色

108 23号住居跡 察

径
さ
径

口
高
底

口縁部は細長く、口唇部は丸い。口縁上
面はくぼんで内傾し、内側へ張り出す。
内外面ともに横撫でを施す。

砂粒を少
し含む

良好 燈色

109 23号住居跡 察

径
さ

口
一
局

底径8．8

蜜の脚台片で、外形は曲線的に大きく開
き、先端に面をもつ｡内部は高さ2.3cm以
上の上げ底で、表面に砂粒が付着する。
外面を縦方向に撫で、先端部の内外面は
横撫でを施す。

砂粒を含

まない
良好 明黄褐色

110 23号住居跡 壷

口径21．7

さ
径

高
底

口頚部は曲線的に強く外反する。口唇部
は面をもつ。

内外面に横撫でを施した後に口頚部下半
の内面を箆磨きする。

砂粒を含

まない
良好 明黄褐色
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－103－

112 24号住居跡 察

口径23．4

さ
径

高
底

口縁部はやや丸みをもつ

で、口唇部に面をもつ。

「く」 字形口縁

外面は縦方向の刷毛目、内面は縦・斜．
横方向の刷毛目を施し、口縁部は横撫で
する ◎

僅かに砂

粒を含む
良好

外面は

浅黄色

内 面 は

黒褐色

113 24号住居跡 察

径
さ

口
一
局

底径14．3

雲の脚台片で、外形は直線的に大きく開
き､先端は丸い。内部は高さ4.3cmの上げ

底で、上面は平坦となり、砂粒が付着し
ている。

内外面とも横撫でを施す。

砂粒・小、

石を含む
良好

にぶい

燈色

114 24号住居跡 壷

口径13．9

さ
径

高
底

口頚部はやや丸みをもった 「<」字形で、

口唇部は面をもち、1条の沈線を施す。
口頚部内外面は横撫でを施し、胴部外面
は縦・斜方向の刷毛目、胴部内面は斜方
向の刷毛目を施す。

僅かに砂

粒を含む
良好 燈色

115 24号住居跡 鉢

口径20．2

高さ（18.3）

底径12．5

「く」 字形口縁で丸平底の鉢である。口

縁部は直線的に開き、口唇部に面をもつ。
口縁部は内外面とも横撫でを施す。胴部
上半の外面は縦方向の刷毛目、内面は斜
方向の刷毛目を施す。胴部下半は内外面
とも斜方向の刷毛目を施し、外面には横
方向の撫でを加える。

砂粒を僅
かに含む

良好 褐灰色

116 24号住居跡 台付鉢

口径16．5

高さ16．1

底径12．9

胴部は丸く、口縁が外反し、脚台を有す
る鉢である。脚台は高さ4.5cm。

口縁部と脚台は内外とも横撫を施す。胴
部の外面は斜方向の刷毛目に横方向の刷
毛目を加える。胴部内面は縦方向の刷毛

目に斜方向の刷毛目を加える。

砂粒・雲

母を含む
良好 暗褐色

117 25号住居跡 蜜

口径30．4

さ
径

高
底

口縁部は曲線的に開く

口唇部に面をもつ。

「く」 字形口縁で

口縁部内外面は横撫でを施し、胴部内外

面は斜・縦方向の刷毛目を施す。

砂粒・小、

石を含む
良好

にぶい

燈色

118 26号住居跡 婆

径
さ
径

口
高
底

口縁上面がくぼみ内傾して内側に張り出

す。口唇部は丸い。口縁下に断面三角形
の凸帯を貼り付ける。
内外面とも横撫でを施す。

砂粒を少
し含む

良好 灰白色
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120 26号住居跡 壷

径
さ

口
一
局

底径7．8

丸みをもつ平底で安定を欠く。

外面に縦方向の刷毛目を施し、内面を撫
でる。底外面には刷毛目を施す。

細かい砂

粒を含む
良好

121 27号住居跡 壷

径
さ
径

口
高
底

口頚部は曲線的に外反し、「く｣字形を呈
する。口唇部は中央でくぼむ。
内外面に横方向の刷毛目を施した後、口
縁付近を横撫でする。くぴれ以下は縦方
向の刷毛目を施す。

砂粒を含
まない

良好 黄 褐 色

122 27号住居跡 壷

口径

高さ

底径

口頚部はやや曲線的に開き、
呈する。口唇部に面をもつ。
内外面とも横撫でを施す。

「く」字形を

華

p

し

石英を少
し含む

一 司

一司一'→1．e

良 好 淡黄色

123 27号住居跡 察

径
さ
径

口
高
底

口縁上面がくぼみ、内傾して内側へ張り
出す。口唇部は丸く、若干ふくらむ。
内外面とも横撫でを施す。

石英砂を

含む
良好 浅黄燈色

124 27号住居跡 蜜

径
さ

口
一
局

底径9．4

蜜の脚台片で、外形は曲線的に大きく開
き､先端は丸い。内部は約2.6cmの上げ底
で上面には砂粒が付着する。

内外面とも横撫でを施す。

石英砂を
含む

良好 浅黄燈色

125 28号住居跡 土師器・察

口径26．6

さ
径

高
底

口縁部は曲線的に外反する 「く」字形口

縁で、口唇部は丸い。外面に煤が付着す
る0

口頚部内外面は横撫でを施し、胴部に縦
方向の刷毛目を施す。口縁部内面は横方

向の刷毛目を施し、胴部内面は上方に箆
削りする。

砂粒を多
く含む

良好 暗褐色

126 28号住居跡
土師器

高台付杯

口径23．4

高さ6．2

底径15．6

大型の高台付杯で、体部は比較的直線的
に立ちあがり、外反する。底部端に外方
に開く断面方形の高台を貼りつけ、底外
面を除いて丹塗りする。

外面は口縁部を除いて回転鰯りり。高台
部と口縁部と内面は横撫でを施す。

砂粒を含

まず精良
良好 暗褐色



ＩＩＩＩＩＩｌｌｌ

|弱|鵬蛎|須恵器椀|鷺1 |騨悪良好|暗褐』的に開き､口縁部が外沓する。体部は直線
内外面とも に横撫で
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128 29号住居跡 土師器・杯

４
４
２

●

●

鋤
２
９

径
さ
径

口
高
底

体部は曲線的に立ち上がり外反する。

底部外面は回転箆削りし、内外面に横撫
でを施した後、全面に回転利用の箆磨き
を施す。

砂粒を含
まず精良

良好 明褐色

129 31号住居跡 土師器・鉢

口径21．0

さ
径

高
底

体部は直線的に外反する。丹塗りを施し
た痕跡を残す。

体部下半を横方向に雛Iりし、他は横撫
でを施す。

砂粒を含
まず精良

良好 黄褐色

130 31号住居跡
土師器

高台付杯

径
さ

口
一
局

底径13．7

大型の高台付杯とみられる。杯部は丸底
に近く、底部端に断面方形の高台を貼り
つける。

体部下半の外面から底部外面は回転箆削
りを施し、他は横撫でを施す。

砂粒を含
まず精良

良好 暗褐色

131 31号住居跡 土師器・杯

口径40．0

高さ2．7

底径8．6

体部は曲線的に立ちあがり外反する。
底外面に「口人」の墨書がある。全面に
丹塗りする。

体部内外面に横撫でを施し、底内面は撫
で、体部下半は回転箆削りする。底外面
は箆切り離し。

砂粒を含

まず精良
良好 黄褐色

132 31号住居跡 土師器・杯

口径13．1

高さ2．4

底径8．2

体部は曲線的に立ちあがり外反する。
内面に丹塗りする。

体部内外面に横撫でを施し、底内面は撫
で、底外面は箆切り離し。

砂粒を含
まず精良

良好 黄褐色

133 31号住居跡 須恵器・蓋

口径15．1

高さ（0.9）

底径

器高が低く、口唇部は断面が三角形を呈
す0

口縁部は横撫でを施す。

砂粒を含
まず精良

良好 灰色

134 31号住居跡 須恵器・杯

３
８
６

５
３
８

１

径
さ
径

口
高
底

体部は直線的で外反する。

内外面とも横撫でを施す。

砂粒を含

まず精良
良好 灰色



IlllIllII
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136 32号住居跡 土師器・蜜

口径25．1

さ
径

高
底

口縁部は丸みをもって外反し、口唇部は
丸い。胴部のふくらみは弱い。外面に煤
が付着する。

口縁部外面は横撫で、胴部外面は縦方向
の刷毛目を施す。口縁部内面は横方向の

刷毛目、胴部内面は上方に箆削りを施す。

小石を少

し含む
良好

黒褐色
～暗褐色



第 3節出土遺物

1．弥生時代の竪穴住居跡出土器（第31～41図）

全般的に住居跡内からの遺物の出土は少なく、また、全形を知ることのできる資料もほとん

どない状況である｡さらに大半の資料は覆土中から出土しており、確実に住居跡に伴うもの、

いわゆる一括遺物として認定しうる資料は、焼失によって棄てられたと推定される24号住居跡

出土の土器を除けば、ほとんどないといってよい。

しかし、ここに図示した床面直上ないしは覆土下位の土器をみると、7号住居跡のように土

器の形態的特徴に大きな差異を認められない場合があることも事実である。したがって、ここ

では主要な器種である雲形土器を形態的特徴によって分類し、他の遺跡のそれと比較すること

によって大まかな年代観を考えたいと思う。

①蜜形土器の分類

謹形土器は口縁部と底部に分けて、前者をA～I類に、後者をa～h類に分類した。

A類：口縁部は厚く短かく、断面は三角形に近い。口縁上面はやや丸みをもち、水平ないし

は低く内傾する。口縁下に三角凸帯をもつものがある（39.78)。胴部はややふくらみをもつ。

B類：断面は細身の三角形に近く、口縁上面がややくぼみぎみで低く内傾する。内側への張

り出しは見られない（21.64.89)。21には口縁下に沈線がめぐる。

C類：形態はB類と類似するが、内側に張り出し気味となる（22．70．100．101)。

D類：断面は舌状で、口縁上面がくぼみ、低く内傾して、内側に張り出しが見られる（5．

6．18．40．44)◎6と40には口縁下に三角凸帯がつく。

E類：口縁が細長くなり、口縁上面がくぼんで、強く内傾して、内側に張り出す。この類は

口唇部でふくらむE1類(50）とそうでないE2類(60）がある｡北方雲棺墓群出土の12の蜜棺(第

49図)はE'類で、口縁直下に三角凸帯をもち、胴部最大径は上半にあり口径とほぼ同じで、脚

台がつく。

F類：口縁上面は平坦で強く内傾し、「く」字形に近いが、内側に小さな張り出しが見られ

る（27.61)。

G類・口縁上面が丸みをもち、強く内傾して「く」字形を呈するが、口唇部が丸い（、：26

・46.72.73.74)。

H類：口縁上面が丸みをもち、強く内傾して「く」字形を呈し、口唇部に面をもつ（117)。

最大胴部径は上半にあり、口径とほぼ同一である。

I類：口縁上面はやや丸みをもち、強く内傾し「<」字形を呈し、口唇部に明瞭な面がみら

れる（111.112)。最大胴部径はやや上位にあり、口径よりも大きい。

a類：わずかな上げ底の脚台で、脚の開きは小さく接地面が広い（25．45．62．68．75)。
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b類：半球状に近い上げ底の脚台で、脚は直線的に開き、接地面は比較的広い（25.63)。

c類：b類よりも上げ底となるため脚の厚味が減少し、脚らしい形となる。脚は直線的にや

や大きく開き、接地面をもつ（19．20．23．76．銘)。

d類：脚の厚味はc類と大差ないが、曲線的に大きく開き、先端はやや丸みをもつ（8）。

e類：底部の厚みが減少して、やや高い上げ底となり、脚は曲線的に大きく開いて、内側の

上部は丸みをもつ（7．38)。

f類：e類と類似するが、内側の上部が明確な面をもつ（32．37．86)。

g類：脚台の内側上部が広く明確な面をなし、砂粒が付着する（84.85.124)。

h類：脚台が著しく発達したもので、脚台内面には刷毛目を残しているもの（104.105）と

横撫でを施したもの（113）がある。

以上、謹形土器の口縁部と底部について分類したが､次にその組合せについて考えてみたい。

本遺跡では全形を知りうる資料は非常に少なかったが､E'類については北方謹棺墓群出土の

雲（熱9図12）によってf類となることは確実である。他の組合わせは、県内出土の小型雲棺

として使用されている雲形土器によって、A類一a．b類（鹿本町荒子遺跡出土雲棺の下妻）

B類一c類（城南町一丁畑遺跡出土雲棺の下察)、D類一e類（熊本市黒髪町遺跡出土の雲）
（1）（2）

と考えることができよう。また、H類は鹿本町津袋大塚遺跡の住居跡や、同じ白川流域にある
（3）

熊本市下南部遺跡の4号住居跡から出土した雲形土器によって、f類ないしはg類となるとみ

られる。さらに、I類は阿蘇町陣内遺跡の8号住居跡や津袋大塚遺跡の溝状遺構出土の髪形土

器によって、h類と組合うものと考えられる。

②髪形土器の年代

他遺跡出土の雲形土器によれば、A類は中期初頭に位置づけられている城之越式土器に類似

し、，．E類は従来から中期後半に位置づけられているいわゆる黒髪式土器と呼ばれているも

のである。さらに、H・I類は下南部遺跡や津袋大塚遺跡によって、それぞれ後期の前半と後

半に年代が求められている。

このような察形土器の年代観からすると、今回分類した雲形土器は、口縁部が部厚<断面三

角形のものから、口縁上面がしだいにくぼむと同時に内側への張り出しが現われ細長くなり、

〔註〕

(1)西健一郎「熊本県における弥生中期謹棺編年の予察」『古文化論集』上巻

森貞次郎博士古稀記念論文集刊行会1982

(2)高木正文「鹿本地方の弥生後期土器」『古文化談叢』第6集九州古文化研究会1979

(3)大城康雄．鹿瀬正照「下南部遺跡発掘調査報告書」熊本市教育委員会1978
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やがて「く」字形の口縁となる変化をたどれ、これと併行して脚台が平底に近いものからしだ

いに上げ底が強くなる過程をもつことが知られる。

したがって、口縁部と脚台の組合わせが明確でないものについても、D類とe類、E・F．

G類とf類ないしはg類という組合わせを考えることが可能とみられる。

2．歴史時代の竪穴住居跡出土土器（第24図）

5軒の竪穴住居跡から出土した遺物は、各々が重複関係にあるにもかかわらず、その器種別

に見る形態的特徴に大きな差異は認められない。すなわち、土師器の蜜は胴部の外面に縦方向

刷毛目を施し、内面を縦方向に箆削りし、「く」字形の口縁内面には横方向の刷毛目を施して

いる。土師器の杯や高台付の大型の杯にしても、法量や体部の立ち上がり方、成形・調整方法

に差異は認められない。したがって、短時期に間断なく営なまれた住居跡群であろうと考えら

れる。その年代は、直線的な体部をもつ須恵器の杯や椀によって8世紀後半末から9世紀初頭

頃に位置づけされるものとみられる。

3．弥生時代の石器（第43.44図）

(1)石包丁

1～3は3号住居跡覆土中からの出土である。

1は長径31.1cm・身幅3.25cm・厚さ0.8cm・重量42.709を測る｡刃部は両刃で､直線的である。

紐孔は身幅のほぼ中央に両側より穿孔されており、孔間は心心で2.35cmを測る。紐孔の上縁に

紐擦れが認められる。石材は粘板岩で、にぶい暗灰色を呈する。

2は3分の1を欠失し、現存長径9.1cm・身幅3.9cm・厚さ0.8cmを測る。刃部は両刃で､わず

かに外沓する。紐孔は身幅の4分の1のところに両側より穿孔され、孔間は心心で2.95cmを測

る。石材は粘板岩で、灰黒色～にぶい暗灰色を呈する。

3は長径9.85cm・身幅4.1cm・厚さ0.55cm・重騨1.189を測る。刃部は両刃で外沓する｡紐孔

は身幅の3分の1のところに両側より穿孔され、孔間は心心で1.7cmを測る｡石材は粘板岩で黒

灰色を呈する。

4は4号住居跡の覆土中より出土している。長径10.55cm・身幅3.9cm・厚さ0.5cm・重量

31.739を測る。刃部は両刃で外沓する。紐孔は身幅の約3分の1のところに両側から穿孔し、

孔間は心心で2.0cmを測る。上縁に紐擦れが認められる。石材は粘板岩で黒灰色を呈する。

5は12号住居跡の覆土中より出土した石包丁で、2分の1を欠失し、片面が剥落する。現存

長径6.8cm・身幅3.45cm・現存厚さ0.6cmを計る。刃部は両刃とみられ外沓する。紐孔は身幅の

3分の1のところに両側より穿孔する。石材は粘板岩で黒灰色を呈する。

6も12号住居跡の覆土中より出土している。2分の1を欠失し、現存長径6.65cm・身幅5.25
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cm・厚さ0.65cmを測る。刃部は両刃で外沓する。紐孔は身幅の約5分の1のところに両側より

穿孔されている。石材は粘板岩で灰色～黒灰色を呈する。

7はJ－7区IC層より出土している。2分の1を欠失し､現存長径5.65cm・身幅4.4cm以上・

厚さ0.6cmを測る半月形の石包丁で、刃部は両刃で外沓する。紐孔は現存部には認められない。

石材は粘板岩で黒灰色を呈する。

8はH－9区の耕作用溝から出土した石包丁で3分の1を欠失する｡現存長径5.9cm･身幅2.6

cm・厚さ0.5cmを測る。紐孔は身幅の中程にあり、両側より穿孔する。孔間は心心で2.3cmを測

り、孔の上縁に紐擦れが認められる。石材は粘板岩でにぶい暗灰色を呈する。

9はQ－8区の「塚坊主」の3号土壌（SXO1－3）より出土した石器である。約2分の1

を欠失しているとみられ、現存長径8.3cm・幅6.2cm・厚さ0.8cmを測る｡石材は縁色片岩で通有

の石包丁の石材と異なり、研磨方法も異なることから磨製石斧の可能’性がある。

10は7号住居跡の土壌の埋土上位から出土した磨製石剣である。中茎の一部を欠失するだけ

で全長7.6cm・身幅3.25cm・厚さ8.7cm・中茎の長さ1.8cm・中茎の幅2.04cm・中茎の厚さ0.7cm

・現存重量24.439を測る。刃部は両刃で、剣身中央の陵線は中央より切先にかけてにぶい。破

損のためかまたは度重さなる研磨のためか、切先はノミ状に研磨されている。石材は縞状の文

様の極細粒砂岩でにぶい暗灰色を呈・黒灰色を呈する。

11は12号住居跡の覆土中から出土した基部を挟る三角形に近い磨製石錐で、全長3.45cm・幅

1.69cm・厚さ0.22cm・重量1.909を測る。丁寧に研磨され刃部と切先は鋭い｡石材は粘板岩でに

ぶい晴灰色を呈する。

12は9号住居跡の床面直上から出土した三角形状の磨製石錐で､切先と基部を若干欠失する。

現存長3.0cm・幅1.95cm・厚さ0.34cm・重量2.479を測る。石材は粘板岩で黒灰色を呈する。

13はH－9．10区の2号土壌の底部直上より出土した磨製石製品の一部である。残存部が少

ないため器種については不明である。現存長3.0cm・幅1.35cm・厚さ0.31cmを測る｡全面を丁寧

に研磨し端部は鋭く仕上げられている。石材は貢岩または粘板岩で黒灰色を呈する。

14は13号住居跡の覆土中から出土した玉である。一辺を挟りこんだ隅丸三角形状を呈し、長

径1.55cm・短径1.1cm・厚さ0.2cm・重量0.639を測り、挟りの反対側に直径0.1cmの孔を穿つ。

器面は荒調整されているだけで、研磨はみられない。石材は深縁色を呈し、長崎ヒスイかと考

えられる。
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第30図鉄製品実測図S＝粥

4．鉄製品（第30図）

梅ノ木遺跡からの出土鉄器は合計5点ある。内訳は鉄斧2点、鉄錐1点、刀子1点、不明品

1点である。これらの鉄器のうち1と2が弥生後期の住居である。SB22の床面近くから出土

している。また刀子は奈良時代後半期の住居であるSB28の床面近くから出土している。

図示しなかった不明鉄器および鉄斧細片はそれぞれSBO7、撹乱溝より出土している。不明

鉄器は鉄錐あるいは刀子の茎かと思われるが、細片のためここでは保留する。また鉄斧細片は

図に示した鉄斧の刃部と類似しており、同様の形状を示すものと思われる。

鉄錐（図1）全体の形状は柳葉形を呈し、切先がふくらみ、両側が平行している。装着

部は無茎で逆刺を持っている。表裏両面に矢柄の木質部がみられ、切先近くまで完全に残存し

ている。着装方法は矢柄先端を半割し、挟み込んでいる。なお、矢柄表面に薄い皮が覆ってい

るが、矢柄の材質とともに不明である。全長6.8cm・最大幅3.0cm・最大厚0.3cm・重量19.609

を測り、矢柄径約1.0cmである。

鉄斧（図2）小型の有袋無肩の鉄斧であり、全体の形状は溌形に近くなっている。両側
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および刃部の三方から鉄板を折り曲げて作られた鍛造品である。刃部は錆のため鉄板が浮き上っ

ており、刃端もかなり欠損している。なお、着柄口外面は若干盛り上っており、二重に鉄板を

重ねている可能性がある。全長5.伽・最大幅2.6cm・現存重量26.109を測る。

刀子（図3）両関の刀子である｡背部は明確な角関であるが､刃部は直線的な削関になっ

ている。茎は長方形の断面を示し、先細りする。切先はふぐらを有しており、背部は先端近く

で切先へ向け直線的に屈曲する。全長10.5cm・身長6.0cm・茎長4.5cm・背幅0.2cm・重量13.409

を測る。

5．支石墓出土遺物（第45図）

2墓の支石基の内部主体である土壌からは、弥生土器の小破片のほか縄文土器の破片が数点

出土している。図示できうるような資料は少ないが、1号支石墓の土壌中より出土した3点を

あげる。

1は壷形土器の肩部付近の破片で、口頚部近くに断面三角形の凸帯を1条貼りつけている。

内外面ともに横方向の丁寧な箆磨きが施されている。胎土には砂粒を含み、焼成は良好で灰褐

色を呈する。2は壷形土器の口縁部と考えられる。口唇部は丸く仕上げられてる。内外面とも

に横撫でを施した後に内面に横方向の箆磨きを施す。胎土に砂粒を少し含み、焼成は良好で灰

褐色を呈する。3は壷形土器の頚部から肩部にかけての破片で、外面に断面三角形の凸帯を2

条貼りつけている。内外面とも剥離がひどく調整は不明。胎土に石英粒を少し含み、焼成は良

好で赤褐色を呈する。

6．雲棺

1号雲棺墓雲棺（第46図4）

鉢形の蓋と組み合う大型の雲棺であるが、開田時に口縁部付近が取り去られている。遺存の

状態から器高は110cm前後と推定される。胴部上半はほぼ直立するが口縁部に向って若干すぼま

り、胴部中位には三角凸帯を2条貼りつける。底部は平底で直径14.4cmを測る｡器壁は1.0cm前

後で、内外面とも撫で調整が施され、底部近くの胴部外面に黒斑がある。胎土は密で雲母や白

色の砂粒を多く含み、焼成は良好で、外面は燈色～にぶい黄燈色を呈する。

2号蕊棺墓雲棺（第47図1）

鈎状の凸帯を肩部に貼りつけた特殊な文様をもつ謹棺である。器高56cm・口径27.2cm・底径

9.45cmを測る。口縁部は上面が丸みをもち､内傾して内側に少し張り出す。胴部は丸みをもち、

最大径は上半にある。底部は凸レンズ状の丸みをもった平底で、安定性を欠く。口縁下と胴部

最大径のところにそれぞれ断面三角形の刻目凸帯を有し、口縁下の凸帯より下方に向って鈎状

の断面三角形の刻目凸帯を貼りつける。この刻目突帯は口縁部側からみると右振りで、約10an
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の等間隔に貼りつけており、8本に復原できる。口縁部は内外面とも横撫を施し、胴部内面は

斜方向の刷毛目を施した後に撫でを施す。胴部外面は斜・横方向の刷毛目を施した後に胴部上

半は部分的に縦方向の箆磨きを施し、胴部下半は全面を丁寧に箆磨きを施す◎底外面も箆磨き

を施されている。胎土に微砂粒を含み、焼成は良好で明褐色を呈する。底部から胴部の外面に

は黒斑がある。

4号雲棺墓饗棺（第47図2）

口径30.6cm・器高63.1cm・底径6.7cmを測る。口縁部は断面が三角形に近く、口縁上面は平坦

で内傾し､口唇部は丸い。口縁部の内側は焼成後に丁寧に打ち欠いている。胴部は丸みをもち、

最大径は上半にあり、ここに断面三角形の刻目凸帯を1条貼りつける。底部は平底である。口

縁部内外面は横撫でを施す◎胴部上半の内外面は縦・斜方向の刷毛目を施した後外面に横撫で

を加える｡胴部下半の外面は縦方向の刷毛目を施した後に全面を縦方向に丁寧に箆磨きを施す。

内面は剥離のため不明。底部外面は撫でを施す。胴部下端と胴部上半の中央に小さな黒斑があ

る。胎土には微砂粒を含み、焼成は良好で暗褐色を呈する。

7．「塚坊主」出土雲棺（第46図3．5～8、第48図9．10）

明治以降の開田によって出土した土器類を集めて埋設した「塚坊主」（SXO1）からは､7個

体分の雲棺（鉢形の蓋を除く）が出土している。

3は胴部下半を欠失するが、口径64.9cmを測り、器高は100cmほどに復原できる｡口縁部は内

側により強く張り出したT字形を呈し、上面はほぼ平坦で外に低く傾斜する。口縁下でややす

ぼまるが、胴部はほぼ直立しており、胴部の中程に小さな三角凸帯を1条貼りつける。器壁は

0.8～1.1cmで、内外面とも横撫でを施す。胎土は密で雲母や白色の砂粒を多く含む。焼成は良

好で、外面は燈色～浅黄燈色を呈し､内面は燈色を呈する。胴部上半の中程に黒斑がみられる。

5は完形で、口径71.7cm・器高111.5cm・底径14.2cmを測る。口縁はT字形だが､外側に強く

張り出しており、上面は平坦で外に低く傾斜する。口縁下がややすぼまり、胴部の中程に三角

凸帯を2条貼りつける。底部は平底である。器壁は1.2cm前後を測る｡胴部外面は縦方向の刷毛

目を施した後に撫でを加え、胴部内面は撫でを施す。底外面は削り調整し、底径の2分の1の

ところに撫でによって幅1.5cmの浅い溝をめぐらす｡胎土は密で､雲母や白色の砂粒を多く含む。

焼成は良好で赤褐色を呈する。胴部上半の下位に黒斑がみられる。

6は完形で、口径76.5cm・器高111cm・底径11.5cmを測る。口縁部は内外に張り出しT字形を

呈し、上面は平坦で外に低く傾斜する。胴部上半は外側に開き気味で、口縁下と胴部のやや下

位にそれぞれ2条の三角凸帯を貼りつける。底部は平底である。器壁は0.7～0.9cmと薄い。胴

部の内外面とも丁寧に撫でを施し、底外面は箆削りの後に底径の3分の1のところに撫でによっ

て幅1.6cmの浅い溝をめぐらす。胎土に白色の砂粒を多く含み､焼成は良好で赤褐色～淡燈色を
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呈する。胴部上半の中程から底部にかけて円周の4分の1にわたる黒斑がみられる。

7は大型察棺の蓋として使用されたとみられる鉢形土器で、口径63.4cm・器高40.2cm・底径

12.4cmを測る。口縁部は内外に張り出しT字形を呈し、上面はほぼ平坦で外に若干低く傾斜す

る。口縁下には三角凸帯を1条貼りつける。胴部はやや丸みをもって大きく開く。底部は高さ

0.4cmの低い上げ底となっている。器壁は0.7～1.1cmを測る。胴部の外面は撫でを施し､内面は

縦方向の刷毛目を施した後に撫でを加えている。胴部の中位と口縁部外面に黒斑がみられる。

8も7と同様の鉢形土器で、口径63.5cm・器高31.8cm・底径11.0cmを測る。口縁部は内外に

張り出してT字形を呈し、上面はくぼみ気味で外側に傾斜する。凸帯はみられず、胴部は直線

的に大きく開く。底部は平底である。器壁は0.9～1.1cmを測る。胴部外面には縦方向の刷毛目

を施し、下位と上位に縦方向に箆状工具によって強く撫でつける。胴部内面の下位には縦方向

の刷毛目を施し、全面を撫でによって仕上げている。胎土は密で砂粒を多く含み、焼成は良好

で外面が燈色、内面が暗赤褐色を呈する。胴部中位と口縁部の外面に小さな黒斑がみられる。

9は完形で、口径39.0cm・器高71.9cm・底経10.5cmを測る。口縁は内外に強く張り出しT字

形を呈し、上面は平坦で外に傾斜する。口縁下ですぼまり、胴部は丸みをもち、やや上位に三

角凸帯を2条貼りつける。底部は高さ0.5cmの上げ底である。器壁は0.9～1.1cmを測る｡胴部上

半の外面は横方向に撫で、下半外面は縦方向に撫でを施す。外面の下位には縦方向の刷毛目が

残る。内面は丁寧に撫でを施す。胎土に細かい砂粒を含み、焼成は良好で淡褐色を呈する。胴

部凸帯付近から胴部下半の上位にかけて黒斑がみられる。

10は完形で、口径40.1cm・器高65.4cm・底径11.0α､を測る。口縁は内外に張り出しT字形を

呈し、上面はくぼみ気味で外に傾斜する。口縁下ですぼまり、胴部は丸みをもつ。胴部のやや

上位に2条の三角凸帯を貼りつける。底部は高さ0.3cmの低い上げ底である。器壁は1.伽､前後

を測る。胴部上半の外面は横方向に撫でを施し、下半外面は縦方向の刷毛目の後に横方向に撫

でを施す。胴部内面の中程には縦方向の刷毛目が残るが全面を横方向に撫でている。胎土に細

かい砂粒を含み、焼成は良好で外面は淡赤褐色、内面は淡褐色を呈する。胴部外面には黒斑が

みられる。

8．北方蕊嬉墓群出土婆棺（第48図11．第49図12～15）

調査終了後の圃場整備工事中に、調査区北方の水田下より、7個体の察棺が出土している。

出土状態が不明のため、組み合せは不明である。

11はほぼ完形で、口径41.6an・器高86.3cm・底径10.9cmを測る。口縁上面はくぼみ、内側に

強く張り出す。強く内傾するため直立に近い形となる。胴部は口縁下で大きくすぼまるため、

肩が張り丸みをもち、胴部のやや下位に。字形の凸帯を2条貼りつける。底部は平底である。

器壁は0.9cm前後を測る。胴部外面は口縁部に向って丁寧な刷毛目を施し､上半で部分的に撫で
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を施す。胴部内面は下半を縦方向に撫で、上半を横方向に撫でるが、肩部付近と凸帯部付近は

箆状工具によって撫でつけを行なう。胎土に石英粒を含み、焼成は良好で灰白色を呈する。肩

部から凸帯下にかけて黒斑がみられる。

12は口縁部を一部欠失するが、口径40.6cm・器高54.35cm・底径9.8cmを測る脚台付の謹形士

器である。口縁部は細長く口唇部で丸くふくらむ。口縁上面は大きくくぼんでおり、強く内傾

して内側に張り出す。口縁下ですぼまり、ここに1条の三角凸帯を貼りつける。脚台の外形は

直線的に大きく開き、先端は丸い。脚台内部は高さ2.9cmの上げ底で､天井に平坦面をもつ。胴

部と脚台の外面は縦方向に刷毛目を施し、その後に胴部下半に撫でを加える。胴部内面は上半

で縦方向の刷毛目を施したのち撫でを加え、下半では撫でを施す。脚台内面は横方向に撫でを

施す。口縁下の胴部内面は横方向に刷毛目を施して横撫でしている。胎土には石英などの砂粒

や石粒を多く含む。焼成は良好で、外面は浅黄燈色～浅暗褐色､内面は黒色～灰褐色を呈する。

脚台の内外面と胴部中位に黒斑がみられる。

13は口縁部を欠失しており、底径10.5cmを測る。胴部は丸みをもち、最大径は上半にある。

肩部と最大径の部分にそれぞれ1条の刻目を入れた三角凸帯を貼りつける｡底部は平底である。

胴部外面は横方向に撫でを施し、内面は下半を縦方向の刷毛目、上半に横方向の撫でを施す。

胎土に細かい砂粒を含み、焼成は良好で黄燈色を呈する。底部付近の外面に黒斑がみられる。

14は完形で､口径45.0cm・器高41.9cm・底径13.3cmを測る鉢形土器である。口縁部は細長く、

口唇部は丸い。口縁上面は平坦で内傾して、内側に若干張り出す。口縁下で胴部はややすぼま

り､ここに1条の刻目を入れた三角凸帯を貼りつける。底部は凸レンズ状に丸みをもっており、

安定‘性を欠く。胴部の外面は縦方向に刷毛目を施した後、底外面を含めた全面を縦方向に丁寧

な箆磨きを施す。胴部内面の上半は縦方向の刷毛目を施し、下半は剥離のため調整不明。胎士

に細かい砂粒を含む。焼成は良好で、外面は淡赤褐色、内面は淡褐色を呈する。胴部上半の外

面には黒斑がみられる。

15は完形で、口径23.3cm・器高42.3cm・底径8.2cmを測る壷形土器である｡口縁部は比較的厚

みがあり、口唇部は中くぼみの面をもつ。口縁上面は若干くぼみ気味で内傾する。胴部の最大

径は中位にあり、ここに1条の刻目を入れた三角凸帯を貼りつけている。底部は凸レンズ状に

やや丸みをもつため安定′性を欠く。底部には焼成後に外方から直径2cm程の孔を穿つ。胴部内

外面には横・縦方向の刷毛目を施し、内面には部分的に横方向の撫でを加える。底外面にも刷

毛目を施している。胎土は密で砂粒を少し含む。焼成は良好で、外面は浅黄燈色～灰白色、内

面は淡赤燈色を呈する。底部と胴部上半の外面に黒斑がみられる。

9．2号土壌出土土器（第45図4．5）

4は蜜形土器の口縁部片で、口径29.6cmを測る。口縁部は上面がくぼんで内傾し、内側に強
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く張り出す。内外面とも横撫でを施す。胎土はやや粗で大粒の石英を含む。焼成は良好で、灰

褐色を呈する。口縁部外面には煤が付着する。

5は壷形土器の胴部上半の破片で、肩部と胴部最大径のところにそれぞれ1条づつ刻目を入

れた三角凸帯を貼りつける。外面は斜方向の刷毛目を施し､内面には撫でを施す。胎土は密で、

焼成良好、黄褐色を呈する。

10．「塚坊主」内土器溜出土土器（第50図）

1はほぼ完形で、口径16.0cm・器高19.4cm・底径7.55cmを測る壷形土器である。口縁部は上

面が丸みをもって外反する「く」字形口縁で､口唇部は丸い。胴部の最大径はやや上半にあり、

球形状に近い。底部は凸レンズ状に丸みをもつため安定性に欠ける。口縁下の<びれ部の外面

には、幅1.1anほどで器表面が汚れておらず白くなっている部分がめぐっており、ここに紐を巻

いて使用したものと推定される｡胴部上半の外面は縦・斜方向の刷毛目を施した後、横方向に

撫でを施し、内面は縦方向の指頭による押し撫でと斜方向の刷毛目を施す。胴部下半では外面

を箆状工具によって縦方向に撫でつけ、内面を縦方向に撫でを施す。胎土は密で雲母や石英の

砂粒を含む。焼成は良好で、黄褐色を呈する。2号土器溜めよりの出土。

2はほぼ全形の知れる袋状口縁壷で、口径7.1cm・器高16.25cm・底径6.0cmを測る｡袋状の口

縁はまだ丸みをもっており、稜線はみられない。頚部は太く短かく、胴部は球形状に張り出す。

底部は平底である。外面は頚部と胴部下半に縦方向の刷毛目を施し､胴部上半以上を横撫でし、

胴部上半を縦方向に下半を横・斜方向に箆磨きを加える。内面は縦方向に刷毛目を施た後に、

部分的に横方向の撫でを施し、肩部に指頭による圧痕を残す。口頚部と胴部の外面および頚部

の内面に丹が塗られている。胎土には雲母・石英の砂粒を含み、焼成は良好で、外面は黄褐色

を内面は黒灰色を呈する。2号土器溜めよりの出土。

3は高杯の杯部片で、口径27.6cmを測る。口縁部は上面がやや丸みをもち、外に低く傾斜し

て口唇部に面をもつ。内側に小さな張り出しがあり、ゆるやかに内沓する胴部につづく。口縁

上面は2方向による刷毛目を施しており、口頚部内外面は横撫でが施される。胴部外面は縦方

向の箆磨きが施され、内面は横方向の刷毛目を施した後に下半を横方向に箆磨きする。胎土に

石英粒を含み、焼成は良好で明褐色を呈する。2号土器溜め出土。

4は高杯の脚部片で、底径19.3cmを測る。脚部は曲線的に大きく開き、先端は角張る。外面

は縦方向の刷毛目を施した後に脚部上半を縦方向に箆磨きする。内面は脚部中位を縦方向に、

下位を横方向に刷毛目を施す。胎土・焼成・色調は3と同一である。

5は復合口縁壷の口頚部片で、口径16.8cmを測る。口縁拡張部は直立気味に外反し、各口縁

先端に面をもち、ここに櫛状工具によって列点文を施す。外面には縦方向の刷毛目を施し、横

撫でを加える。内面には横・斜方向の刷毛目を施している。胎土は密で全く砂粒を含まず、焼
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成良好で赤褐色を呈する。3号土器溜め出土。

6は縄文土器で､口径12.25cm・器高9.2cm・底径2.45cmを測る浅鉢である。口縁部は内沓し、

2条の凹線をもつ。頚部は強く外反し、胴部との境は「く」字形となり、ここに1条の凹線を

もつ。底部は低い上底となっている。内外面とも横方向に丁寧な磨きを施す。口頚部外面には

煤が付着する。胎土には0.5mm前後の長石・角閃石・軽石を含み､焼成は良好で暗褐色～黒褐色

を呈する。

I

11.打製石斧について

打製石斧については総点数で41点を数えることができる。この内完形品とおよそ長軸面で半

折としたと考えられる資料について、重量及び長さ、幅を別表（表5）に示した。

まず幅と長さについて見ると幅は4～6cm、長さは10～13cmの間にほとんどはいる。蛇紋岩

の磨製石斧が1点採集されているが、これもこの範囲にはいる。これらの打製石斧が耕作用具

または土堀り具として使用したものであれば草取り具又は中耕としての用具であろう。資料中

最大のものは幅8.4cm、長さ23.4cm、重さ71駒でこれは上ノ原遺跡出土のわらじ型の打製石斧

とほぼ法量が同じである。おそらく現在の唐鍬に似たような荒おこしなどに使用されたもので

あろう。なお、半折品ではあるが刃部が広く基部が小さくなっている大型品もある。

重量について柱状グラフ（図51）を見ると1009～15的位に一つの山がくる。半折品では

長さ(c､）

(A)石斧長さと幅の相関図

冨

個体数(点）
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10幅(c､） （B)石斧重量柱状図

第51図石斧法量図

0 5

-137-



第5表石器観察表

No. 長さ×幅×厚さ 重さ(9) 技法 原七m 備 考
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(8.9)×6.6×2.3

(9.a×5.9×0.9

(8.匂×5.8×1.6

(7.0)×5.1×1.6

(6.6)×5.4×1．2

(6.7)×5.2×1．5

(5.の×5.5×1.7

(6.4)×5.8×1.1

(6.6)×4.6×1.2

(4.6)×4.1×0.8

(4.9)×4.2×1.5

5.0×6．2×1.6

7.9×8．6×1．9

(13.0)×8.9-

14.3×7．6

(15.3)×8．9-

25.8×10.5×0．4

半折Q8SXO1-3

半折K4上撹乱

半折Q8SXO13層

半折Q8SXO13層

半折G42層

半折

半折

半折G42層

半折G42層

G42層

粘板岩G42層

石錘G42層

円盤型G42層

玄武岩今山型石斧梶尾

〃 川上村

〃 秋永

五木村焼畑用テンガア(鍬)（）は折損

のため現在の長さを示す。

釦
帥
稲
乃
刈
刈
帥
別
伽
別
別
別
別
的
別
別
師

１
１

１
９
７
０
８
１１

別
躯
銘
弘
記
銘
師
銘
開
棚
似
蛇
妃
“
妬
妬
卿

60～709に山が見られる。現在使用されている五木村の手鍬で見ると8859である。

製作方法について見ると径20cm位の原石から横長剥片をつくり、その側面を2次加工し上下

を整え一端に刃部を作くる。横断面を見ると片方が必ず厚くなっており、又原石の表面を必ず

観察することができる。遺跡内からの接合作業は困難のようであるが、剥離面をもつ原石らし

いものも採集されている。石質はほとんど安山岩であるが、図示したような粘板岩の薄手のも

のもある。又西合志町二子山石器製作杜の石質と同じものも見受けられる。又住居跡内からの

発掘品はないようであるが縄文晩期の所産であろう。

第41図は石器類の代表的なものを図化したものである。

5はいわゆる分銅形の欠損品のような形状を呈するが、欠損部にも加工を加えており、判別

しがたい。9の刀部には使用時に生じた剥離が顕著である。なお、9の刀部以外の剥離痕は磨

き残しの部分である。

10の上部にも使用時に生じた剥離が顕著である。11，12とも石核を転用した。スクレイパー、

チツピングトゥールであろう。13はくぼみ部を中心に、赤色顔料がみられる。顔料の成分は不

明である。（平岡）
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一は磨耗、卜wwwvwwv州は縁辺のつぶれ

第52-1図梅の木遺跡出土石器類（カッコ内数字は計測表番号）
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第52-2図梅の木遺跡出土石器類
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第52-3図梅の木遣跡出士石器類
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12．投弾について

福岡市板付「板付会館遺跡」より出土した投弾の実測値があ4

く。I7区出土資料番号No.47でラグビーボールの形をしている。

より出土した投弾の実測値があるので比較のために記載してお

番号重さ(9）

1310．5

1412．2

1514．8＋a

D2923．2

3022．3＋a

3120．75

329.8＋a

335.9＋a

梅ノ木26．4＋a

長さ×径(c､）

3．4×3．5

3．6×1.8

4.2＋a×2．5

5．0×2．4

4.7×2．6

4．7×2．3

3.9＋a×2．5

3.0＋a×2．6

4．8×2．6

号
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
、
岨

番
，

重さ（9）

23.2

21.2

18.4＋a

23.5

18.3

22.5

13.5

11.7

3.7＋a

5．2

8．5

長さ×径(c､）

4．7×2．6

4．6×2.4

4.3＋a×2．4

4．3×2．5

4．0×2．3

4．5×2．4

3．8×2．0

3．2×3.1

2.5＋a×1．8

2．5×1．5

2．4×2．0

(平岡）
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第5章総括

すでに詳細について各章で述べたとおりであるが菊陽町内では初めての住居跡調査となった。

遺跡地は弥生時代中期から後期にかけての住居跡と周辺が雲棺墓を中心とする墓域として利用

されたと考えられる。

支石墓は2基あって、1は支石を持ち下部に長晴円形の土拡があった。他は支石は失なわれ

ていたが土拡底部に近いところから人骨（歯骨)の出土をみた｡支石墓の調査例が増えたことに

なる｡時期を決定するような資料の出土はなかったが弥生時代のものにまちがいないであろう。

住居跡は弥生時代の住居跡の上に、更に奈良時代の住居が4基検出された｡弥生時代の住居

跡からは石包丁などの生産用具とともに磨製石錐や石剣なども検出された。土弾の発見も県内

初例で、これによく似た石弾と考えられる小円喋なども採集された。

遺構としては検出できなかったが、全面縄文のある竹崎式と考えられる土器片や、ヘナタリ

貝の尾部による押圧文のある縄文晩期の土器、夜臼式土器の雲、多数の打製石斧などは縄文文

化が存在したことを有力に物語り、下津久礼のこの地が古い歴史を持つことが初めて明らかに

なった。

また、奈良の住居跡からは、「口人」と記された文字がある坪が出土した。

最後に現地保存はできなかったが菊陽町公民館前に支石墓の石組を複元した。将来は雲棺資

料なども公民館に展示し町民に共したい。
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図版1

遺跡遠景（北から）

遺跡遠景（南から）
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図版2
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図版3

4号住居跡（SBO4）（北から）

6号住居跡（SBO6）（南から）
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図版4
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図版5
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図版6

7．8．9号住居跡（SB07．08．09）（東から）

10．11．12．13．14．15号住居跡（SB10．11．12．13．14．15）（南西から）
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16号住居跡（SB16）（南から）
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19号住居跡（SB19）（南から）
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25号住居跡（SB25）（北から）

26．27号住居跡（SB26．27）（西から）
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図版12

28．29号住居跡（SB28．29）（東から）

23．24．30．31．32号住居跡（SB23．24．30．31．32）（南から）

156－



金
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図版14

1号萎棺（東から）

2号妻棺（北から）
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図版15

3号妻棺（北から）

1号土壌（北から）
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図版17

塚坊主内土器溜1．2（北から）
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